
東京佼成ウインドオーケストラ
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第4回大阪定期演奏会

「音楽で暮らしに感動を届ける」ザ・シンフォニーホールの情報誌
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※記載内容は変更になる場合がございますので、予めご了承ください。

シンフォニア会員にご登録いただきますと、先行予約のご利用、シンフォニアのお届け、
メールマガジンの受け取り等お得な特典をご利用いただけます。ぜひご登録ください！

シンフォニア会員登録方法

表紙の一枚 「東京佼成ウインドオーケストラ　第4回大阪定期演奏会」

定型ハガキに下記の情報を記載いただき、62円切手を貼付の上、ポストに投函ください。
【定型ハガキ裏】1.お名前（フリガナ付き）、2.性別、3.郵便番号、4.住所、5.電話番号、6.メールアドレス（メール 
　　　　　　　マガジン受取りの場合）

【定型ハガキ表】531-8501 大阪市北区大淀南2丁目3-3 ザ・シンフォニーホール「シンフォニア」係

【お客様の個人情報の取り扱いについて】株式会社ザ・シンフォニーホールでは、次に掲げた内容にしたがって、個人情報の保護に努めてまいります。○お客様からご提供い
ただいた個人情報については、個人情報に関する法令、規範に則り適正に管理いたします。○お客様からいただいた個人情報は、以下の目的のみに使用し、それ以外には一
切使用いたしません。（1）シンフォニア会員様への情報誌「シンフォニア」および関連する印刷物の発送（2）ザ・シンフォニーホールで開催する催事をご案内する印刷物の
発送（3）ホールなど施設の利用に関するご案内、ご連絡（4）ザ・シンフォニーホールの事業、サービスの開発・改善を目的とした調査・研究のためのアンケートの送付・分析・
データ集積（5）チケット予約販売に伴う、ご本人確認およびご連絡（6）株式会社ザ・シンフォニーホールに関するご案内の発送○個人情報のご提供はご自身の意思でご本
人様が行うものといたします。○お客様の個人情報を、適正かつ迅速に処理するため、その作業を外部の企業に委託して行うことがあります。その場合、委託先において個
人情報が安全に管理されるよう適切に監督します。

※手続き完了後、約2週間で会員番号のお知らせと、シンフォニア最新号をお送り致します。

ザ・シンフォニーホール ホームページ
http://www.symphonyhall.jp/ からご登録下さい。
▼ ハガキでのご登録

▼ ＷＥＢサイトからのご登録

※携帯端末のメールアドレスをご登録いただく場合、受信設定をしている方はメールが受信できない場合がございます。「@symphonyhall.jp」を
ドメイン指定受信して下さい。指定方法はご利用の携帯電話会社にお問い合わせください。

携帯・スマートフォンをご使用
の方はこちらからアクセスして
いただけます。
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●先行予約：7月25日（木）10:00AM〜
※Sinfonia会員先行予約期間中は、電話・WEBのみのご予約となります。
※ザ・シンフォニー チケットセンター窓口、館内プレイガイドでの販売はございません。
※Sinfonia会員先行期間中にご予約されたチケットは、すべて郵送でのお届けとなります。
●電話：ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
（10：00～18：00 火曜定休）
●WEB：http://www.symphonyhall.jp/

7月のＳｉｎｆｏｎｉａ会員先行予約



な
っ
て
舞
い
降
り
る
は
ず
だ
。

　

あ
と
今
回
は
も
う
ひ
と
つ
、
日
本
を
代

表
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
の
大
谷
康
子

が
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
登
場
予
定
な
の
も
大

き
な
楽
し
み
。
今
年
は
全
国
ツ
ア
ー
を
大

成
功
に
お
さ
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も

引
っ
張
り
だ
こ
の
彼
女
は
、
２
０
２
０
年

が
デ
ビ
ュ
ー
45
周
年
の
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー

イ
ヤ
ー
。
ま
た
彼
女
は
、
２
０
１
７
年
か

ら
３
年
連
続
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
に

も
招
か
れ
て
お
り
、
キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル

と
の
共
演
は
、
現
地
で
と
て
も
評
価
が
高

い
。
そ
ん
な
相
性
ぴ
っ
た
り
の
演
奏
を
今

回
、
日
本
で
聴
け
る
と
い
う
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
！ 

瑞
々
し
さ
と
円
熟
の
両
方
を
備

え
た
妙
技
に
ふ
さ
わ
し
い
演
目
と
演
奏
を

存
分
に
聞
か
せ
て
く
れ
る
は
ず
だ
。

　

な
お
、
今
回
も
前
回
と
同
じ
く
、
皆
様

を
お
迎
え
す
る
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ロ

ビ
ー
に
は
年
末
年
始
の
祝

賀
ム
ー
ド
が
満
載
。
金
屏

風
、門
松
、さ
ら
に
樽
酒
ま

で
。
心
を
幸
福
で
包
み
込

ん
だ
極
上
の
名
演
奏
の
後

に
は
、
来
場
者
全
員
に
振

る
舞
い
酒
が
行
わ
れ
る
の

で
、こ
ち
ら
も
ぜ
ひ
!!

　

当
公
演
の
テ
ー
マ
〝
関

西
圏
で
も
欧
米
の
よ
う

に
、
気
軽
に
本
場
の
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
も
う
！ 

関
西
を
元
気
に
!!
〞を
今

回
の
年
末
年
始
も
ど
う
ぞ

ご
贔
屓
に
♪

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

　
『
令
和
』初
の
年
の
瀬
と
新
年
の
門
出
を

特
別
な
空
間
で
、
極
上
の
音
楽
と
と
も
に

過
ご
し
ま
せ
ん
か
？ 

２
０
１
５
年
か
ら

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
復
活
し
た
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
＆

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
、今
年
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
る
。

　

舞
台
を
華
々
し
く
彩
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
国
立
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
。
１
９
９
５
年
創

設
で
、２
０
０
５
年
の
初
来
日
以
来
、定
期

的
に
日
本
を
訪
れ
て
、
人
気
を
博
し
て
い

る
こ
と
は
周
知
の
通
り
。
色
彩
感
と
歌
心

の
豊
か
さ
が
持
ち
味
で
、
東
欧
を
代
表
す

る
名
門
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
若
き
実

力
派
集
団
だ
。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

誰
も
が
一
度
は
聴
い
た
こ
と
が
あ
る
オ
ペ

ラ
の
名
曲
を
多
数
演
奏
予
定
。
ビ
ゼ
ー

「
カ
ル
メ
ン
」、
プ
ッ
チ
ー
ニ「
ト
ゥ
ー
ラ
ン

ド
ッ
ト
」、ワ
ー
グ
ナ
ー
「
ワ
ル
キ
ュ
ー
レ
」

な
ど
、
作
曲
者
の
国
籍
や
作
品
の
舞
台
が

い
い
意
味
で
異
な
る
の
で
、
年
末
の
雰
囲

気
に
ふ
さ
わ
し
い
華
や
ぎ
や
感
動
を
異
国

情
緒
豊
か
に
味
わ
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ま

た
、
今
回
は
ロ
シ
ア
圏
の
楽
団
と
い
う
こ

と
で
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
時
に
は
地
元
を

代
表
す
る〝
あ
の
傑
作
〞が
演
奏
さ
れ
る
か

も
…
。

　

そ
し
て
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に

並
ぶ
演
目
は
、ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
乾
杯
の
歌
」、

ロ
ッ
シ
ー
ニ「
セ
ヴ
ィ
リ
ア
の
理
髪
師
」
よ

り
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
花
の
ワ
ル
ツ
」

な
ど
。
さ
ら
に
、本
場
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
お
な
じ

み
の
名
曲
も
新
年
を
優
雅
に
祝
う
調
べ
と

カウントダウンコンサート2019-2020 ＆ ニューイヤーコンサート 2020Review

出演者
[司会]

堀江政生
（朝日放送テレビアナウンサー）

Performer

ザ・シンフォニーホール カウントダウンコンサート 2019-2020
2019.12/31（火） 10:00PM
※18歳未満の方は保護者の同伴が必要です。
ザ・シンフォニーホール ニューイヤーコンサート 2020
2020.1/1（水・祝） 3:00PM
---------------------------------------------------------------------------
■2019.12/31 
ビゼー：歌劇「カルメン」より／プッチーニ：「トゥーランドット」より／マスネ：タイス
の瞑想曲／チャイコフスキー：バレエ音楽「白鳥の湖」より／ワーグナー:楽劇「ワル
キューレ」よりワルキューレの騎行／ムソルグスキー：「展覧会の絵」より／J.シュトラ
ウス：ラデツキー行進曲　ほか
■2020.1/1
サラサーテ:ツィゴイネルワイゼン／ロッシーニ:歌劇「セヴィリアの理髪師」より／J：
シュトラウス:春の声／チャイコフスキー：「くるみ割り人形」より花のワルツ／J.シュト
ラウスⅡ世:ポルカ「雷鳴と稲妻」op.324／ワルツ「美しく青きドナウ」／J．シュトラ
ウス：ラデツキー行進曲　ほか
---------------------------------------------------------------------------
SS 10,000円　S 8,000円　A 6,000円　B 4,000円 （税別)
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）

オリガ・タブリナ(アルト) イワンナ・プリシュ(ソプラノ) 大谷康子（ヴァイオリン）

©Masashige Ogata

オレクサンドル・チュフピロ（テノール）アンドリー・マスリャコフ（バリトン）

[指揮]ニコライ・ジャジューラ

[管弦楽]キエフ国立フィルハーモニー交響楽団

カウントダウン＆
ニューイヤーコンサート

ザ・シンフォニーホール ザ・シンフォニーホールの年の瀬についに登場！！
東欧が世界に誇るオーケストラ

『令和』新時代、初めての年越しという
特別な時を飾るにふさわしい華やかなコンサートがここに！

キエフ国立
フィルハーモニー交響楽団

23 SinfoniaSinfonia



大協奏曲 20203
Interview

3大協奏曲 2020 ～次世代を担う未来の巨匠たち～

横
坂
　
僕
は
3
回
目
の
出
演
で
す
が
、

３
人
の
若
手
ソ
リ
ス
ト
が
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
の
名
曲
を
演
奏
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽

器
の
魅
力
が
楽
し
め
る
贅
沢
な
コ
ン

サ
ー
ト
。
今
回
も
楽
し
み
で
す
。

川
久
保
　
前
回
初
め
て
出
演
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、本
当
に
豪
華
な
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
ね
。
大
好
き
な
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
演
奏
で
き
る
と

い
う
の
も
嬉
し
い
で
す
。
大
き
な
ホ
ー

ル
な
の
に
、
お
客
様
と
の
距
離
が
近
く

感
じ
ら
れ
て
、
い
つ
も
幸
せ
な
気
持
ち

で
演
奏
し
て
い
ま
す
。

小
林
　
私
は
今
回
初
め
て
こ
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
、15

歳
く
ら
い
の
と
き
に
初
め
て
リ
サ
イ
タ

ル
を
開
催
し
て
以
来
、
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

な
ど
で
何
回
か
演
奏
し
て
い
ま
す
が
、

ア
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
、お
客
様

と
音
楽
を
分
か
ち
合
う
喜
び
が
感
じ
ら

れ
る
ホ
ー
ル
で
す
ね
。

横
坂
　
チ
ェ
ロ
っ
て
大
き
な
ホ
ー
ル

で
の
演
奏
は
大
変
な
ん
で
す
け
れ
ど
、

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
響
き
も

あ
り
、輪
郭
も
描
き
出
せ
る
。
響
き
過

ぎ
る
ホ
ー
ル
だ
と
立
体
感
が
な
く
な
っ

た
り
、響
か
な
い
ホ
ー
ル
だ
と
聴
こ
え

な
か
っ
た
り
…
…
。
そ
う
い
う
意
味
で

は
、絶
妙
な
音
響
の
ホ
ー
ル
だ
と
思
い

ま
す
。
ホ
ー
ル
の
構
造
な
の
で
し
ょ
う

か
。
本
当
に
お
客
様
を
近
く
に
感
じ
ま

す
。

川
久
保
　
そ
し
て
、大
阪
の
お
客
様
は

奏
者
を
い
つ
も
明
る
く
温
か
く
包
み

込
ん
で
く
れ
る
。
新
春
早
々
、
そ
ん
な

お
客
様
と
の
距
離
が

近
く
感
じ
ら
れ
る

ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

ザ・シンフォニーホールの開館35周
年記念公演として開催され、大好
評を博した、若きソリストたちの協演
「3大協奏曲～次世代を担う未来
の巨匠たち～」。昨年からは新春を
彩るコンサートとして開催され、今
回はピアノの小林愛実、ヴァイオリ
ンの川久保賜紀、チェロの横坂源
が、華やかなコンチェルトで2020年
の幕を開く。

ピアノ：小林愛実×ヴァイオリン：川久保賜紀×チェロ：横坂 源

～次世代を担う未来の巨匠たち～
撮影：山内洋枝  撮影協力：（株）ヤマハミュージックジャパン アーティストサービス東京

4Sinfonia



で
す
よ（
笑
）。

川
久
保
　
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
、毎
回
違
う

楽
器
で
演
奏
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
難

し
さ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
、私
は

ピ
ア
ノ
の
正
確
な
音
程
が
羨
ま
し
い
！

そ
れ
は
と
も
か
く
、 

２
０
２
０
年
の
年

明
け
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ク
ワ
ク
し
ま

す
ね
！

小
林
　
お
客
様
と
一
緒
に
、清
々
し
い

気
持
ち
で
音
楽
を
楽
し
め
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

横
坂
　
そ
れ
ぞ
れ
の
作
曲
家
が
抱
い
た

イ
メ
ー
ジ
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
共
に
描
き
出
せ
た
ら
い
い
で
す

ね
！

（
取
材
＆
文　

森
岡 

葉
）

Interview

[ピアノ]小林愛実　[ヴァイオリン]川久保賜紀　[チェロ]横坂源
[指揮]飯森範親　[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
--------------------------------------------------------------------------------
ショパン:ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 op.11／ブルッフ:ヴァイオリン協奏曲 第1番 ト
短調 op.26／ドヴォルザーク:チェロ協奏曲 ロ短調 op.104, B191
--------------------------------------------------------------------------------
2020.1/5（日） 2:00PM
S 6,000円　A 5,000円　B 4,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合わせください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

ホ
ー
ル
で
演
奏
で
き
る
な
ん
て
、「
今
年

も
頑
張
ろ
う
!
」と
思
え
ま
す
よ
ね
。

横
坂
　
僕
も
毎
年
こ
こ
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
と
に
か

く
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ゴ
ー
ジ
ャ

ス
! 

川
久
保
　
今
回
は
シ
ョ
パ
ン《
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
１
番
》、
ブ
ル
ッ
フ《
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
第
１
番
》、
ド
ヴ
ォ
ル

ザ
ー
ク《
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
》と
い
う
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
民
族
的
な
色
彩
が
感
じ
ら
れ

る
素
敵
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
ね
。

横
坂
　
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
は
演
奏
す
る
機
会
が
多
い
の
で

す
が
、毎
回
新
鮮
な
感
動
を
覚
え
な
が

ら
演
奏
し
て
い
ま
す
。
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
が
想
い
を
寄
せ
て
い
た
義
妹
の
ヨ

ゼ
フ
ィ
ナ
が
愛
し
た
メ
ロ
デ
ィ
《
私
を

ひ
と
り
に
し
て
お
い
て
》を
引
用
し
た

第
2
楽
章
の
美
し
さ
は
感
動
的
で
す
。

作
曲
中
に
彼
女
の
死
を
知
っ
て
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
80
小
節
く
ら
い
書
き
足
し
て

い
た
り
…
…
。
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
故
郷
へ
の
想
い
、懐

か
し
い
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な

愛
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で
す
。

小
林
　
シ
ョ
パ
ン
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
も

パ
リ
に
向
か
う
前
の
若
い
頃
の
作
品
な

の
で
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
力
強
く
前
向
き

で
す
。
初
恋
の
想
い
を
描
き
出
し
た
第

2
楽
章
は
と
て
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
! 

煌
び
や
か
な
パ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
い
の

で
、新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
す
ね
。

３
人
の
ソ
リ
ス
ト
の
鮮
烈
な

個
性
で
描
き
出
す
華
麗
な

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
世
界

若
き
ソ
リ
ス
ト
た
ち
の
豪
華
協
演
が
２
０
２
０
年
も
決
定
！

３
つ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
が
一
度
に
楽
し
め
る
贅
沢
な
コ
ン
サ
ー
ト

先行予約：7/25(木)  一般発売：7/28（日）

川
久
保
　
ブ
ル
ッ
フ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

は
最
近
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
よ

う
な
気
が
す
る
の
で
す
が
、美
し
い
作

品
で
す
。
幻
想
的
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

独
奏
で
始
ま
り
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
や
木
管

楽
器
の
ビ
ー
ト
に
乗
っ
て
曲
想
が
華
や

か
に
展
開
す
る
第
1
楽
章
、
そ
し
て
私

の
大
好
き
な
第
2
楽
章
! 

青
空
が
広

が
っ
て
、
そ
れ
を
少
年
が
キ
ラ
キ
ラ
し

た
眼
で
見
上
げ
て
い
る
よ
う
な
…
…
。

３
つ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
、
ど
れ
も
胸
が

キ
ュ
ン
と
な
る
作
品
で
す
ね
。
つ
い
先

日
、
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
コ
ン
チ
ェ
ル

ト
の
オ
ケ
に
入
る
機
会
が
あ
っ
た
ん

で
す
。
あ
、今
回
も
入
っ
ち
ゃ
お
う
か

な
?

横
坂
　
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す（
笑
）! 

小
林
さ
ん
と
は
桐
朋
学
園
の
先
輩
・
後

輩
と
い
う
関
係
で
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス
の《
白

鳥
》を
演
奏
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

5
年
く
ら
い
前
か
な
。
今
は
ア
メ
リ
カ

の
カ
ー
テ
ィ
ス
音
楽
院
で
学
ん
で
い
る

の
で
す
ね
?

小
林
　
は
い
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
に

も
慣
れ
て
、同
世
代
の
優
秀
な
友
人
た

ち
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
ん
で
い
ま

す
。
室
内
楽
の
レ
ッ
ス
ン
で
は
、弦
楽

器
の
先
生
か
ら
い
た
だ
く
ア
ド
バ
イ
ス

に
新
鮮
な
感
銘
を
受
け
、
と
て
も
勉
強

に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
久
保
　
カ
ー
テ
ィ
ス
音
楽
院
に
は
、

本
当
に
素
晴
ら
し
い
才
能
の
若
い
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
ね
。
私
は
ア
メ

リ
カ
で
育
ち
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院

の
プ
レ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
学
ん
だ
後
、ド
イ

ツ
の
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
で
学
び
ま
し
た
。

横
坂
　
僕
は
桐
朋
学
園
か
ら
ド
イ
ツ
に

渡
っ
て
学
び
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
作
曲
家
た
ち
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
は
、

よ
い
場
所
で
す
ね
。

小
林
　
ピ
ア
ノ
の
音
は
減
衰
し
て
し
ま

う
の
で
、音
が
伸
び
て
自
由
に
歌
え
る

弦
楽
器
に
憧
れ
を
感
じ
ま
す
。
カ
ッ
コ

い
い
な
と
…
…
。

横
坂
　
ピ
ア
ノ
、楽
器
の
中
で
一
番

カ
ッ
コ
い
い
で
し
ょ
!

小
林
　
弦
楽
器
は
持
ち
歩
け
る
の
も
、

羨
ま
し
い
。

横
坂
　
替
わ
っ
て
ほ
し
い
! 

チ
ェ
ロ

は
電
車
や
飛
行
機
の
移
動
、大
変
な
ん
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東京佼成
ウインドオーケストラ
第4回大阪定期演奏会

ユベール・
スダーン

&
TKWO

Interview

東京佼成ウインドオーケストラ 第4回大阪定期演奏会

　

ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
テ
ウ

ム
管
弦
楽
団
を
は
じ
め
、世
界
各
地
の

第
一
線
楽
団
の
シ
ェ
フ
を
歴
任
し
て

き
た
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
名
指
揮
者
、
ユ

ベ
ー
ル
・
ス
ダ
ー
ン
。
11
月
、日
本
の
吹

奏
楽
シ
ー
ン
を
リ
ー
ド
す
る
東
京
佼

成
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
Ｔ
Ｋ
Ｗ

Ｏ
）を
率
い
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
へ
降
臨
、彩
り
豊
か
な
佳
品
を
披
露

す
る
。「
私
の
原
点
は
吹
奏
楽
」と
語
る

名
匠
。
昨
年
1
月
に
東
京
で
初
共
演
、

大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た〝
黄
金
の
コ

ン
ビ
〞が
、大
阪
で
も
ベ
ー
ル
を
脱
ぐ
。

　
「
私
の
管
楽
器
へ
の
愛
情
を
、
ま
ず

聞
い
て
下
さ
い
」と
切
り
出
し
た
名
匠
。

「
5
歳
の
頃
、指
揮
者
だ
っ
た
父
親
が
、

小
さ
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
吹
き
方
を
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
15
歳
ま

で
は
、
ず
っ
と
吹
奏
楽
漬
け
。
私
の
音

楽
家
と
し
て
の
ル
ー
ツ
は
こ
こ
で
、今

で
も
深
い
繋
が
り
が
あ
る
ん
で
す
。
オ

ラ
ン
ダ
南
部
で
4
年
に
1
度
、世
界
中

か
ら
吹
奏
楽
団
が
集
ま
る
、有
名
な
競

技
会
が
あ
り
、若
い
頃
に
母
国
の
ア
マ

チ
ュ
ア
楽
団
を
指
揮
し
、優
勝
し
た
経

験
も
。
今
も
誇
り
で
す
ね
」。

　

2
年
前
、Ｔ
Ｋ
Ｗ
Ｏ
か
ら
初
め
て
オ

フ
ァ
ー
を
受
け
た
際
に
は「
日
本
で
は

誰
も
が
知
る
団
体
で
す
が
、私
は
知
ら

な
か
っ
た
」と
明
か
す
。「
し
か
し
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら『
行
く
べ
き
だ
。
彼

15
歳
ま
で
は
ず
っ
と
吹
奏
楽
漬
け
。

音
楽
家
と
し
て
の
ル
ー
ツ
と
し
て

今
で
も
深
い
繋
が
り
が
あ
る

©N.Ikegami

©Atsushi Yokota

4年目の大阪定期演奏会では、
名匠ユベール・スダーンとの
強力タッグが組まれる！
コンサートの開催に先駆けて、
今号ではユベール・スダーンの
インタビューをお届けする。

指
揮
：
ユ
ベ
ー
ル・ス
ダ
ー
ン

東京佼成ウインドオーケストラ
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大
さ
を
、知
ら
し
め
る
は
ず
」と
い
う

「
ハ
ル
モ
ニ
ー
ム
ジ
ー
ク
の
た
め
の
序

曲
」に
つ
い
て「
本
来
は
小
規
模
な
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
た
め
の
、凄
く
繊
細
な
作

品
。
大
き
な
編
成
で
も
、制
御
を
利
か

せ
た
形
で
上
演
す
る
か
。
あ
る
い
は
人

数
を
減
ら
し
て
し
ま
う
か
。
デ
リ
ケ
ー

ト
な
対
応
が
必
要
で
し
ょ
う
ね
」。
さ

ら
に
、吹
奏
楽
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、オ
リ

ヴ
ァ
ド
ー
テ
ィ
「
バ
ラ
の
謝
肉
祭
」は

「
華
や
か
だ
し
、幕
開
け
に
相
応
し
い
」

と
語
る
。

　

数
々
の
賞
賛
を
受
け
て
き
た
名
匠

だ
が
、「
業
績
や
名
声
を
求
め
る
の
は
、

も
う
お
し
ま
い
。
そ
も
そ
も
私
は
指
揮

者
で
は
な
く
、音
楽
家
に
な
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
し
た
。
今
の
私
が
演
奏
す

る
目
標
は
、〝
特
別
な
体
験
〞を
届
け
る

こ
と
。
音
創
り
の
内
実
や
、音
楽
自
体

を
ど
う
伝
え
る
か
、
な
の
で
す
」と
力

を
込
め
る
。

　

さ
ら
に
、「
私
は
も
は
や
、
リ
ズ
ム
を

信
頼
し
て
は
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
時

に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
台
無
し
に
す
る
場

合
が
あ
る
か
ら
」と
も
。「
あ
る
音
か
ら

次
の
音
へ
移
る
際
、内
な
る
フ
レ
ー
ズ

を
ど
う
反
映
す
る
の
か
。
そ
の
答
え
の

ヒ
ン
ト
は
、呼
吸
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

動
作
を
、呼
吸
へ
そ
っ
と
寄
り
添
わ
せ

て
ゆ
く
…
音
楽
家
は
、
も
っ
と
呼
吸
す

べ
き
な
の
で
す
。
こ
れ
が
今
、私
が
一

番
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
」。
柔
ら

か
く
微
笑
ん
だ
。

（
取
材
＆
文　

寺
西 

肇
）

Interview

[指揮]ユベール・スダーン
[吹奏楽]東京佼成ウインドオーケストラ
----------------------------------------------------------------
J.オリヴァドーティ：序曲「バラの謝肉祭」
M.ラヴェル（大橋晃一 編）：組曲「クープランの墓」
真島俊夫：Mont Fuji（富士山）～北斎の版画に触発されて～
F.メンデルスゾーン：ハルモニームジークのための序曲
R.シュトラウス（大橋晃一 編）：歌曲集より
「献呈 op.10-1」「明日の朝 op.27-4」「ツェツィリーエ op.27-2」
M.ラヴェル（大橋晃一 編）：ボレロ
----------------------------------------------------------------
2019.11/22（金） 7:00PM
S 6,000円　A 4,500円　B 3,000円 (税込)
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]東京佼成ウインドオーケストラ事務局 03-5341-1155
[主催]佼成文化協会 東京佼成ウインドオーケストラ／
ザ・シンフォニーホール

ら
は
凄
い
か
ら
』と
言
わ
れ
て
…
す
る

と
、何
て
幸
せ
な
こ
と
! 

自
分
が
若
い

頃
に
戻
っ
た
よ
う
。
彼
ら
は
と
て
も
美

し
く
演
奏
し
、素
晴
ら
し
い
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
構
築
、管
楽
器
以
外
の
音
ま
で

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
…
実
に
幸
せ
な

時
間
で
し
た
」と
振
り
返
る
。

　
「
作
品
の
生
ま
れ
た
国
ご
と
、独
特

の
美
学
が
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
は

ず
」と
い
う
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
誰

も
が
知
る
、
ラ
ヴ
ェ
ル「
ボ
レ
ロ
」を
軸

に
。「
ソ
ロ
を
担
当
す
る
の
は
、主
に
管

楽
器
。
違
和
感
は
全
く
な
い
は
ず
で

す
」。
さ
ら
に
、同
じ
ラ
ヴ
ェ
ル
の
組
曲

「
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓
」も
。「
師
の
ジ
ャ

ン
・
フ
ル
ネ（
１
９
１
８
〜
２
０
０
８
、

仏
ル
ー
ア
ン
出
身
の
名
指
揮
者
）か
ら

フ
ラ
ン
ス
の
楽
曲
解
釈
を
学
ん
だ
の

で
、直
伝
の
美
点
を
お
聴
か
せ
で
き
る

で
し
ょ
う
」。

　

そ
し
て
、リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
の
歌
曲
か
ら
、3
曲
を
披
露
。
吹
奏

楽
で
の
演
奏
に
は
、歌
の
重
要
な
要
素

で
あ
る「
言
葉
」が
伴
わ
な
い
が
、「
特
に

ソ
ロ
を
吹
く
奏
者
に
は
、歌
詞
の
意
味

を
し
っ
か
り
理
解
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ

に
よ
り
、曲
の
本
質
へ
近
づ
け
る
」と
ス

ダ
ー
ン
。
さ
ら
に「
人
間
の
声
ほ
ど
美

し
い
楽
器
は
な
い
の
で
、同
じ
と
は
い

き
ま
せ
ん
が
、器
楽
で
試
み
る
意
義
は

あ
る
。
努
力
を
重
ね
た
い
」と
話
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
編
曲
す
る
、大
橋

晃
一
の
手
腕
を
高
く
評
価
。「
彼
は
管
弦

楽
や
ピ
ア
ノ
の
各
声
部
を
、吹
奏
楽
独

特
の
音
色
へ
と
素
晴
ら
し
く
移
し
替

え
て
い
く
。
そ
し
て
、作
品
ご
と
に
、素

晴
ら
し
い
色
彩
を
与
え
て
ゆ
く
の
で

す
。
今
回
は
も
と
も
と
美
し
い
作
品
ば

か
り
で
す
が
、吹
奏
楽
に
相
応
し
い
、見

事
な
仕
事
が
な
さ
れ
る
で
し
ょ
う
」。

　

そ
し
て
、葛
飾
北
斎
の
版
画
に
着
想

を
得
て
、五
音
音
階
な
ど
邦
楽
の
要
素

を
採
り
入
れ
た
真
島
俊
夫「
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ 

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ（
富
士
山
）」。「
日
本
へ
初
め

て
来
た
29
歳
の
時
、北
斎
を
知
っ
て
、

強
烈
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
か
た

や
、日
本
人
に
と
っ
て
、富
士
山
が
単
な

る
山
で
は
な
く
、太
古
か
ら
信
仰
の
対

象
で
あ
る
こ
と
も
。
こ
の
組
み
合
わ
せ

は
、素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ア
だ
と
感
じ

ま
し
た
」。

　

そ
し
て
、「
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
偉

©F.Fujimoto

今の私が演奏する目標は、
“特別な体験”を届けること。
音創りの内実や、音楽自体を
どう伝えるか、なのです。

一般発売：7/11（木）

そ
の
答
え
の
ヒ
ン
ト
は
、呼
吸
。

音
楽
家
は
も
っ
と
呼
吸
を

す
べ
き
な
の
で
す

©Atsushi Yokota

※写真はユベール・スダーンと東京佼成ウインドオーケストラの初共演時の様子です。
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祝令和男女混合重唱／森井美貴（ソプラノ）、森 寿美（バリトン）
レハール：『メリー・ウィドウ』より「唇は黙して」

「
手
紙
の
四
重
唱
」》、
さ
ら
に
令
和
と
い
う

新
し
い
時
代
を
祝
し
て
、
男
女
混
合
重
唱

で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
《『
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン

ニ
』よ
り「
お
手
を
ど
う
ぞ
」》、
レ
ハ
ー
ル

《『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』よ
り「
唇
は
黙
し

て
」》も
披
露
さ
れ
る
。美
し
く
伸
び
や
か

な
歌
声
が
重
な
り
合
い
、
重
厚
な
舞
台
が

繰
り
広
げ
ら
れ
そ
う
だ
。

　

指
揮
は
、
今
年
の
４
月
に
藤
原
歌
劇
団

《
蝶
々
夫
人
》の
公
演
で
オ
ペ
ラ
デ
ビ
ュ
ー

を
飾
っ
た
鈴
木
恵
里
奈
が
振
る
。鶴
組
と

亀
組
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
司
会
者
が
配
さ
れ
、
テ
レ
ビ
で
も
お

馴
染
み
で
、ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

情
報
誌「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
」に
毎
号
執
筆
し

て
い
る
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
堀
江
政
生
と
お
な
じ
く
朝
日
放
送
テ

レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
八
塚
彩
美
が
務
め

る
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
通
で
、
多
角
的
な

視
点
か
ら
小
気
味
よ
く
話
す
堀
江
政
生

の
よ
う
な
楽
し
い
掛
け
合
い
も
会
場
を
賑

わ
せ
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
歌
合
戦
で
の
注
目
し
た
い

と
こ
ろ
は
、大
阪
交
響
楽
団
の
生
演
奏
だ
。

昨
年
は
、オ
ペ
ラ
歌
手
と
息
を
合
わ
せ
、迫

力
あ
る
歌
声
と
壮
大
な
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
り
、客
席
に
迫
っ
て
く
る

よ
う
な
圧
巻
の
一
場
面
を
作
り
上
げ
た
。

人
気
の
歌
手
が
次
々
と
登
場
し
、
贅
沢
な

オ
ペ
ラ
の
ワ
ン
シ
ー
ン
を
味
わ
う
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
日
本
中
を
探
し
て
も
な
か

な
か
な
い
だ
ろ
う
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

殿
堂
と
し
て
、
そ
し
て
オ
ペ
ラ
歌
手
や
地

域
に
親
し
ま
れ
て
い
る
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
顔
ぶ
れ

と
企
画
と
言
え
る
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
名
立
た
る
オ
ペ
ラ
の

ア
リ
ア
の
数
々
や
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
《『
コ

ジ
・
フ
ァ
ン
・
ト
ゥ
ッ
テ
』よ
り
三
重
唱
》、

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
《『
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
』
よ
り

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
オ
ペ
ラ
歌
手
た
ち
が
一
堂
に
会
し
、

次
々
と
名
曲
を
披
露
し
て
大
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
昨
年
の
歌
合
戦
。
ベ
テ
ラ
ン
勢

の
豊
か
な
歌
声
と
表
現
力
、
そ
し
て
若
手

に
よ
る
未
来
の
扉
を
開
く
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
歌
声
を
目
の
当
た
り
に
し
、
年
末
の

賑
わ
い
に
相
応
し
い
大
団
円
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。客
席
も
出
演
者
に
と
っ
て
も

特
別
な
想
い
出
と
し
て
、
今
も
心
に
刻
ま

れ
て
い
る
方
は
多
い
だ
ろ
う
。

　

今
年
は
令
和
元
年
と
い
う
新
し
い
時
代

を
迎
え
、
そ
の
お
め
で
た
い
年
を
祝
し
て
、

さ
ら
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
『
関
西
オ

ペ
ラ〝
鶴
亀
〞歌
合
戦
』が
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
新
た
に
産
声
を
上
げ
る
。

〝
鶴
亀
〞と
は
、能
の
舞
台
に
も
あ
り
、天
下

泰
平
、
国
家
の
長
久
を
祈
念
し
祝
福
す
る

と
い
う
、
お
め
で
た
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
さ
し
く
、令
和
初
め
て
の
年
末
を
、華
や

か
に
迎
え
る
に
相
応
し
い
命
名
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

本
公
演
で
は
昨
年
を
上
回
り
、
25
名
の

男
女
実
力
派
オ
ペ
ラ
歌
手
が
出
演
す
る
。

オ
ー
ル
関
西
の
名
の
も
と
に
、
フ
リ
ー
で

活
躍
し
て
い
る
人
も
含
め
、
関
西
二
期
会
、

関
西
芸
術
振
興
会
・
関
西
歌
劇
団
、
堺
シ

テ
ィ
オ
ペ
ラ
と
い
う
関
西
の
オ
ペ
ラ
３
団

体
か
ら
選
抜
さ
れ
、
各
団
体
の
看
板
歌
手

か
ら
注
目
の
若
手
歌
手
ま
で
次
々
と
登

場
！
「
鶴
組
」「
亀
組
」に
分
か
れ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歌
声
を
披
露
す
る
。

　

鶴
組
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
の
は
、

ホ
ー
ル
中
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
な
華
や

か
さ
と
母
性
的
な
歌
声
を
持
ち
合
わ
せ

る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
斉
藤
言
子
。亀
組
の

リ
ー
ダ
ー
は
、
関
西
人
特
有
の
ユ
ー
モ
ア

で
、ホ
ー
ル
中
を
笑
顔
の
渦
に
、そ
し
て
天

井
を
突
き
抜
け
る
よ
う
な
歌
声
で
客
席

の
心
を
掴
む
バ
リ
ト
ン
歌
手
の
田
中
勉
。

お
互
い
昨
年
も
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
、
コ
ン

サ
ー
ト
の
合
間
に
繰
り
広
げ
た
夫
婦
漫
才

令和元年を祝してさらにパワーアップ！
オール関西の名のもとに、
25人の歌手が豪華な饗宴を繰り広げる！

年越しスペシャル
オールスター

関西オペラ
歌合戦

斉藤言子（ソプラノ）
ベッリーニ:『ノルマ』より「清
らかな女神よ」

木澤佐江子（ソプラノ）
ビゼー:『カルメン』より「何を
恐れることがありましょう」

林佑子（ソプラノ）
ウェーバー:『魔弾の射手』よ
り「曇った瞳は」

荒田祐子（メゾソプラノ）
トマ:『ミニョン』より「君知る
や南の国」

日下部祐子（ソプラノ）
グノー:『ロミオとジュリエッ
ト』より「 私は夢に生きた
い」

古瀬まきを（ソプラノ）
J.シュトラウスⅡ世：『こうも
り』より「田舎娘を演じるな
ら」

白石優子（ソプラノ）、植田加奈子（ソプラノ）
西原綾子（メゾソプラノ）、名島嘉津栄（メゾソプラノ）
ヴェルディ：『ファルスタッフ』より「手紙の四重唱」

祝令和男女混合重唱／松浦綾子（ソプラノ）、福嶋 勲（バリトン）
モーツァルト：『ドン・ジョヴァンニ』より「お手をどうぞ」

尾崎比佐子（ソプラノ）
ヴェルディ:『ドン・カルロ』より 

「世のむなしさを知る神よ」

田中 勉（バリトン）
ヴェルディ：『仮面舞踏会』より
レナートのアリア「お前こそ、
心を汚すもの」

田中由也（バリトン）
ヴェルディ:『リゴレット』より

「悪魔め鬼め」

井上敏典（バリトン） 
ヴェルディ:『椿姫』より「プロ
ヴァンスの海と陸」

西尾岳史（バリトン）
プッチーニ:『エドガール』より

「この愛は僕の恥」

小餅谷哲男（テノール）
モニュシュコ:『ハルカ』より 「 
風はモミの木を抜けて泣き」

桝 貴志（バリトン）
ジョルダーノ：『アンドレア・
シェニエ』より「祖国の敵」

二塚直紀（テノール）
プッチーニ:『トゥーランドット』
より「誰も寝てはならぬ」

清原邦仁（テノール）
大谷圭介.（バリトン）
湯浅貴斗（バス）
モーツァルト：『コジ・ファン・
トゥッテ』より「女の貞操は〜
素敵なセレナーデを」

管弦楽 大阪交響楽団

鶴組司会 八塚彩美
（朝日放送テレビアナウンサー）

亀組司会 堀江政生
（朝日放送テレビアナウンサー）指揮 鈴木恵里奈

が
、
各
シ
ー
ン
を
ど
の
よ
う
に
紹
介
す
る

の
か
も
楽
し
み
だ
。

　

鶴
組
か
亀
組
か
…
…
。勝
敗
の
行
方
を
、

ホ
ー
ル
中
で
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も

醍
醐
味
の
一
つ
。年
の
瀬
が
せ
ま
る
中
、
オ

ペ
ラ
愛
好
家
に
限
ら
ず
、
み
ん
な
で
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
め
る
盛
大
で
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
歌
合
戦
。是
非
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
豪
華
で
華
や
か
に
、
令
和
初
の

年
末
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
！

（
文　

金
子
真
由
）

平
成
か
ら
令
和
へ
。新
し
い
時
代
の

初
め
て
の
年
末
を
祝
し
て

今
年
も
ザ・シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
だ

か
ら
こ
そ
実
現
で
き
る
顔
ぶ
れ

令
和
を
祝
し
て
男
女
混
合
重
唱
も
！

心
強
い
指
揮・司
会
者
に
も
注
目
を

2019.12/29（日） 3:00PM
S 6,500円　A 5,500円　B 4,500円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問
合せください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 
06-6453-2333
[主催]オールスター関西オペラ歌合戦実行委員会

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）
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クリスマス・リサイタル
Noel
クリスマス・キャロルが壮麗に響く。
天性の歌声があなたを優しく包み込む

©NIPPON COLUMBIA

©NIPPON COLUMBIA

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
至

福
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
コ
ン
サ
ー
ト「
Ｎ
ｏ
ｅ
ｌ
」の

開
催
が
決
定
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
今
も
っ
と

も
旬
の
人
気
歌
手
の
ひ
と
り
で
あ
る
小
林
沙
羅

が
典
雅
な
歌
声
を
お
送
り
す
る
。
舞
台
上
で
は

も
ち
ろ
ん
、
オ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
も
凛
と
し
た
気
品

を
感
じ
さ
せ
る
美
し
き
ソ
プ
ラ
ノ
だ
が
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
は
特
別
の
思
い
が
あ
る
と
い
う
。「
子
供
の

頃
、ク
リ
ス
マ
ス
は
家
族
で
過
ご
し
て
お
り
、一
緒

に
ツ
リ
ー
の
飾
り
付
け
を
し
た
り
、
ク
ッ
キ
ー
を

焼
い
た
り
な
ど
、
と
て
も
大
切
な
時
間
で
し
た
。

数
年
間
ド
イ
ツ
で
過
ご
し
た
時
期
に
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
用
に
生
の
も
み
の
木
を
使
う
の
が
印
象
的

で
し
た
が
、
家
に
不
思
議
な
贈
り
物
が
届
い
た
り

な
ど
、
と
て
も
新
鮮
な
経
験
を
し
ま
し
た
の
で
、

ク
リ
ス
マ
ス
は
思
い
出
深
い
季
節
で
す
」。

　

今
回
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
満
載
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ヴ
ィ
ロ
フ
（
カ
ッ

ザ・シンフォニーホール Winter Select ion 2019

[ソプラノ]小林沙羅　[ピアノ]河野紘子
---------------------------------------------------------
フランク：天使のパン／シューベルト：アヴェ・マリア／カッ
チーニ：アヴェ・マリア／J.S.バッハ＝グノー：アヴェ・マリア
／クリスマス・メドレー／フンパーディンク：クリスマス／マ
ルクス：マリアの歌／レーガー：マリアの子守歌／モーツァ
ルト：アヴェ・ヴェルム・コルプス／賛美歌 アメイジング・グ
レイス／唱歌 冬の夜　ほか
---------------------------------------------------------
2019.12/13（金） 7：00PM 
全席指定 3,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。

[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

12/13
(Fri)

チ
ー
ニ
）、
バ
ッ
ハ
＝
グ
ノ
ー
、
そ
し
て
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
の《
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
》に
加
え
、モ
ー
ツ
ァ
ル

ト《
ア
ヴ
ェ
・
ヴ
ェ
ル
ム
・
コ
ル
プ
ス
》、賛
美
歌
の

《
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ス
》《
荒
野
の
果
て
に
》、

グ
ル
ー
バ
ー
《
き
よ
し
こ
の
夜
》な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ま
だ
知
ら
れ
ざ
る
名
曲
な

ど
の
ユ
ニ
ー
ク
な
曲
も
組
み
込
む
予
定
だ
と
い
う

か
ら
楽
し
み
だ
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ホ
ー
ル
の
響
き
や
大
き
さ
に

よ
っ
て
決
め
て
い
ま
す
。
小
さ
い
ホ
ー
ル
だ
と
言

葉
が
伝
わ
り
や
す
い
の
で
歌
曲
な
ど
が
向
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
し
、
逆
に
豊
か
な
響
き
を
も
つ
大

き
な
ホ
ー
ル
だ
と
オ
ペ
ラ
の
ア
リ
ア
な
ど
が
い
い

で
す
ね
。
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
響
き
を
も
っ
て
お
り
、
ど
ん
な
言
葉
で

も
遠
く
ま
で
よ
く
響
い
て
く
れ
ま
す
か
ら
、
と
て

も
歌
い
や
す
い
ん
で
す
。
曲
順
も
と
て
も
大
切

で
、
言
語
の
違
い
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
各
曲
を
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
分
け
た
り
し
て
、
聞
き
や
す
い
よ

う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
」。
共
演
の
ピ
ア
ノ
は
、長

ら
く
タ
ッ
グ
を
組
み
、
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い

る
河
野
紘
子
で
あ
る
。「
ピ
ア
ノ
の
音
に
は
人
柄
が

表
れ
る
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
河
野
さ
ん
は
人

間
的
に
も
と
て
も
素
晴
ら
し
い
方
で
、
寄
り
添
い

な
が
ら
伴
奏
し
て
く
れ
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
す
。
ま

た
ど
ん
な
言
語
の
作
品
で
も
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に

弾
け
る
実
力
を
お
持
ち
で
す
」。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
２
０
１
４

年
に
大
阪
フ
ィ
ル
と
の
新
春
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
も
好
評
を
博
し
て

き
た
小
林
。
東
京
出
身
だ
が
、
こ
の
ほ
ど
大
阪
芸

術
大
学
准
教
授
に
就
任
し
、
関
西
と
の
新
た
な
絆

も
生
ま
れ
て
い
る
。「
大
学
で
教
え
る
仕
事
は
、
公

開
レ
ッ
ス
ン
の
形
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
私
自
身

も
と
て
も
勉
強
に
な
り
、
刺
激
に
な
り
ま
す
ね
。

今
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
思
い
っ
き
り
ク
リ
ス
マ

ス
気
分
に
な
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
、
ご
家

族
と
で
も
、お
一
人
で
も
、そ
し
て
恋
人
と
一
緒
で

も
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
」。

（
取
材
＆
文　

伊
藤
制
子
）

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）

Interview

ソプラノ：小林沙羅
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年
末
の
恒
例
と
な
っ

た
大
人
気
の
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ク

リ
ス
マ
ス 

オ
ル
ガ
ン

コ
ン
サ
ー
ト
。
今
年

は
、
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
て
い
る
若
手

オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
の
大
木
麻
理
が
出
演
す
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了

後
、ド
イ
ツ
に
留
学
し
、第
３
回
ブ
ク
ス
テ
フ
ー

デ
国
際
オ
ル
ガ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す
る
な

ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
輝
か
し
い

受
賞
歴
を
残
し
た
。

　

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
は
初

め
て
登
場
す
る
。「
３
７
３
２
本
の
パ
イ
プ
の
響

き
を
フ
ル
で
お
届
け
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
何
と
言
っ
て
も
噂
に
聞
く
、
大
阪
の

お
客
様
の
熱
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
今
か
ら
期
待

し
て
い
ま
す
！
」と
、親
し
み
を
込
め
て
語
る
。

本
公
演
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
自
身
が
思
い
描

く
、
華
や
か
で
幸
せ
に
包
ま
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス

の
名
曲
を
集
め
た
。

　
「『
何
を
し
て
過
ご
そ
う
か
』『
プ
レ
ゼ
ン
ト
は

ど
う
し
よ
う
か
』と
か
、１
年
で
い
ち
ば
ん
自
分

以
外
の
誰
か
の
こ
と
を
想
う
日
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
私
か
ら
お
客
様
へ

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
れ
ば
…
と
悩
み
に
悩
ん
で

決
め
た
も
の
で
す
。
誰
も
が
こ
の
時
期
に
、
自

然
と
口
ず
さ
ん
で
し
ま
う
ク
リ
ス
マ
ス
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
ま
た『
こ
れ
ぞ
オ
ル
ガ
ン
！
』と
い
う

作
品
を
贅
沢
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
」

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
箱
を
開
く
よ
う

に
、ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
、多
彩
な
響
き
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
文　

金
子
真
由
）

三浦一馬率いる最強ソリストたちが大阪上陸！

大・大・大好評！！ クリスマス・オルガンが今年も開催！ 

三浦一馬（バンドネオン）東京グランド・ソロイスツ in 大阪

ザ・シンフォニーホール クリスマス オルガンコンサート 2019

　

バ
ン
ド
ネ
オ
ン
の
若
き
俊
才
・
三
浦

一
馬
の
呼
び
か
け
で
、２
０
１
７
年
に

結
成
さ
れ
た
東
京
グ
ラ
ン
ド
・
ソ
ロ
イ

ス
ツ（
以
下
Ｔ
Ｇ
Ｓ
）。
三
浦
が
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス

に
公
演
を
行
う
の
は
近
年
の
恒
例
行

事
だ
が
、
今
年
は〝
凝
縮
し
た
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
〞と
〝
豪
華
で
贅
沢
な
サ
ウ
ン

ド
〞を
目
指
す
彼
ら
の
出
演
が
決
定

し
た
！

　

予
定
曲
目
は
、Ｔ
Ｇ
Ｓ
の
十
八
番
で
も
あ
る

タ
ン
ゴ
の
革
命
児
・
ピ
ア
ソ
ラ
の
多
彩
な
傑
作

の
数
々
。「
ア
デ
ィ
オ
ス
・
ノ
ニ
ー
ノ
」や「
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
四
季
」か
ら「
夏
」＆「
冬
」

と
い
っ
た
代
表
作
、「
コ
ル
ド
バ
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
」「
ウ
ン
デ
ル
タ
ン
ゴ
」な
ど
コ
ア
フ
ァ
ン

好
み
ま
で
、こ
の
作
曲
家
の
類
い
稀
な
音
楽
性

を
一
夜
で
味
わ
え
る
の
が
嬉
し
い
。

　

今
回
は
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
チ
ェ
ロ
界
の

ニ
ュ
ー
ス
タ
ー
・
横
坂 

源
が
登
場
。
２
０
１
０

年
に
難
関
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で

第
２
位
に
輝
き
、天
才
ジ
ャ
ン
・
ギ
ア
ン
＝
ケ

ラ
ス
の
も
と
で
研
鑽
を
積
ん
だ
柔
軟
で
切
れ

味
鋭
い
妙
技
が
、Ｔ
Ｇ
Ｓ
と
ど
ん
な
化
学
反
応

を
巻
き
起
こ
す
か
に
大
き
な
期
待
と
注
目
が

集
ま
る
。
ピ
ア
ソ
ラ
の
音
楽
は
、自
身
の
バ
ン

ド
ネ
オ
ン
を
中
心
と
し
た
五
重
奏
の
伝
説
的

な
名
演
を
経
て
、１
９
９
０
年
代
に
チ
ェ
リ
ス

ト
の
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
が
発
表
し
た
録
音
に
よ
っ

て
世
界
的
名
声
を
確
立
し
た
。
今
回
は
バ
ン

ド
ネ
オ
ン
と
チ
ェ
ロ
、さ
ら
に
小
型
オ
ケ
ま
で

加
え
た
形
態
な
の
で
、こ
の
鬼
才
作
曲
家
の
真

髄
と
新
境
地
が
存
分
に
示
さ
れ
る
に
違
い
な

い
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

令 和 は じ め て の 冬 を 盛 り上 げ る コン サ ート が 続 々と 決 定！

[バンドネオン]三浦一馬  [ヴァイオリン]石田泰尚
[コントラバス]髙橋洋太  [エレキギター]大坪純平  [ピアノ]山田武彦
[パーカッション]石川 智  [ゲスト・チェロ]横坂 源　ほか
-------------------------------------------------------------------------
ピアソラ：フーガと神秘／アディオス・ノニーノ／ブエノスアイレスの冬／ビオレンタ
ンゴ／天使の死／ブエノスアイレスの夏／悪魔のロマンス／ウンデルタンゴ／ル・
グラン・タンゴ／コルドバへのオマージュ／バルタリード
-------------------------------------------------------------------------
2019.12/21（土） 2：00PM 
S 6,000円　A 5,000円 （税込）
[ご予約・お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン／ザ・シンフォニーホール

[オルガン]大木麻理
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ヘンデル:オラトリオ「メサイア」HWV56より ハレルヤ／J.S.バッハ=グノー:アヴェ・マリア
／J.S.バッハ:コラール「主よ、人の望みの喜びよ」BWV147／J.S.バッハ:トッカータとフー
ガ ニ短調 BWV565／レーガー:クリスマスの夢（きよしこの夜）／クリスマスメドレー:神
の御子は今宵しも－ホワイト・クリスマス－赤鼻のトナカイ－サンタクロースがやって来た
／C-M.ヴィドール:オルガン交響曲 第5番 へ短調 op.42-1より トッカータ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/14（土） 7：00PM ※休憩なし。約60分間のコンサートです。
全席指定 2,000円 （税別） ※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール

12/21
(Sat)

12/14
(Sat)

©堀田力丸

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）

オ
ル
ガ
ン
：
大
木
麻
理

©Mari Kusakari

三浦一馬

石田泰尚 横坂 源
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最高峰のプレイヤーたちによる夢の饗宴は
贅沢を極めたクリスマスプレゼント

ママになってザ・シンフォニーホールに再び登場！
高度なテクニックで魅了するオール・リスト・プログラム！

長富彩 ピアノ・リサイタル Vol.4 『超絶、リスト名曲選！』

古澤巌×ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオージのクリスマス

　

人
気
と
実
力
を
兼
ね
備
え
た
ピ
ア
ニ

ス
ト
、長
富
彩
が
今
年
も
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
リ
サ
イ
タ
ル
を
行
な
う
。

　

過
去
3
回
の
リ
サ
イ
タ
ル
は
、い
ず
れ

も
ひ
と
り
の
作
曲
家
に
焦
点
を
当
て
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
今
回

は
、フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
の
作
品
に
挑
む
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、リ
ス
ト
の
ピ
ア
ノ

演
奏
の
最
も
華
や
か
な
時
代
の
作
品
が

並
ぶ
。
ま
ず
、
リ
ス
ト
と
言
え
ば《
ハ
ン

ガ
リ
ー
狂
詩
曲
》
！
彼
の
生
ま
れ
育
っ

た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
民
族
舞
曲
の
エ
ッ
セ

ン
ス
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
音
楽
だ
。
ス

ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
を
訪
れ
た
時
の

印
象
を
も
と
に
し
た
《
ス
ペ
イ
ン
狂
詩

曲
》、
フ
ァ
ウ
ス
ト
と
彼
を
そ
そ
の
か

す
悪
魔
メ
フ
ィ
ス
ト
フ
ェ
レ
ス
を
ド
ラ

マ
テ
ィ
ッ
ク
に
描
い
た
《
メ
フ
ィ
ス
ト
・
ワ
ル

ツ
》、そ
し
て《
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ 

ロ
短
調
》は
、

古
典
派
以
来
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
頂
点
に
君

臨
す
る
作
品
。
リ
ス
ト
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

を
満
喫
で
き
る
リ
サ
イ
タ
ル
だ
。

　

長
富
は
高
校
卒
業
後
、
リ
ス
ト
の
祖
国
ハ

ン
ガ
リ
ー
へ
渡
り
、
リ
ス
ト
や
バ
ル
ト
ー
ク
の

優
れ
た
研
究
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
ジ
ョ
ル

ジ
ュ
・
ナ
ー
ド
ル
の
も
と
で
研
鑽
を
積
ん
だ
。

彼
女
に
と
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
音
楽
は
身
体

の
一
部
と
で
も
言
え
よ
う
か
。
強
靭
な
メ
カ

ニ
ッ
ク
と
と
も
に
、
多
彩
な
絵
画
性
に
満
ち
た

こ
れ
ら
の
リ
ス
ト
の
作
品
を
、
長
富
は
ど
の
よ

う
に
聴
か
せ
て
く
れ
る
の
か
。
抜
群
の
演
奏

技
巧
と
豊
か
な
感
受
性
、
そ
し
て
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
情
熱
を
漲
ら
せ
る
長
富
の
リ
ス
ト
に

期
待
し
た
い
。　

（
文　

道
下
京
子
）

　

チ
ェ
ロ
の
弓
を
用
い
た

豊
麗
な
音
色
と
、
圧
倒
的

な
超
絶
技
巧
。
ク
ラ
シ
ッ

ク
、ジ
ャ
ズ
、タ
ン
ゴ
、邦
楽

と
、
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る

音
楽
に
精
通
し
て
い
る
古

澤
巌
が
、
今
冬
も
世
界
最

高
峰
の
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
（
以
下
Ｂ
Ｐ
Ｏ
）の
名

手
た
ち
と
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
！

　

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
カ
ラ
ヤ
ン
時
代
か

ら
Ｂ
Ｐ
Ｏ
に
在
籍
す
る
ラ
ウ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
・

デ
ィ
ン
カ
ら
で
構
成
さ
れ
る
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ー 

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ジ
は
、
今
年

が
創
設
40
周
年
。
名
器
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ

ス
を
用
い
て
紡
ぐ
彼
ら
の
輝
か
し
い
音
色
と
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
は
、
音
楽
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
最
高

の
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
古
澤
は
今
回
、ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
サ

ン
・
ロ
レ
ン
ツ
ォ 
Ｅ
ｘ
ヴ
ィ
オ
ッ
テ
ィ
を
使
用

す
る
）

　

演
目
に
並
ぶ
の
は
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
疾
走

感
に
あ
ふ
れ
た
エ
ネ
ス
ク「
ル
ー
マ
ニ
ア
ン
・
ラ

プ
ソ
デ
ィ
」
を
は
じ
め
彼
ら
の
多
彩
な
十
八
番

の
数
々
。
さ
ら
に
古
澤
と
親
交
の
深
い
イ
タ
リ

ア
の
作
曲
家
ロ
ベ
ル
ト
・
デ
ィ
・
マ
リ
ー
ノ
の
作

品
を
今
年
も
演
奏
予
定
だ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
と
タ

ン
ゴ
や
ジ
ャ
ズ
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
や
、古
澤
＆
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー 

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ジ
が
今
年
発
表
し

た
最
新
盤
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
「
Ｌ
ｉ
ｍ
ｐ

ｉ
ｄ
ａ
〜
潤
い
の
時
〜
」
な
ど
、
美
し
い
メ
ロ

デ
ィ
と
複
雑
な
リ
ズ
ム
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
贅

沢
に
堪
能
し
よ
う
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

ザ・シンフォニーホール Winter Select ion 2019

[ヴァイオリン]古澤巌 [弦楽]ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオージ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ロベルト・ディ・マリーノ:「マリーノコンチェルト第5番（新曲）」／「Limpida～潤いの時～」／
ジョルジェ・エネスク:「ルーマニアン・ラプソディ」　ほか   ※曲目は変更になる可能性があり
ます。
-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.12/19（木） 7：00PM 
S 6,500円　A 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]キョードーインフォメーション 0570-200-888
[主催]NHKプラネット／ザ・シンフォニーホール

[ピアノ]長富 彩
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
オール・リスト・プラグラム：タランテラ／メフィスト・ワルツ第1番「村の居酒屋での踊
り」／スペイン狂詩曲 S.254／ハンガリー狂詩曲／ピアノ・ソナタ ロ短調　ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2020.1/11（土） 7：00PM 
全席指定：3,000円 （税込）
[ご予約・お問合せ]テレビマンユニオン音楽事業部 03-6418-8617
[主催]テレビマンユニオン/ザ・シンフォニーホール

1/11
(Sat)

12/19
(Thu)

ヴァイオリン：古澤 巌

ピ
ア
ノ
：
長
富 

彩

ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオージ

先行予約：7/19（金） 一般発売：7/20（土）

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）
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Review 大植英次×「英雄の生涯」

リ
ー
・
イ
ヤ
ー
に
捧
げ
る
壮
大
な
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
作
品
だ
。

　
「『
ア
ル
プ
ス
交
響
曲
』を
振
り
終
え

た
時
に
訪
れ
た
８
秒
間
の
静
寂
。〝
こ

れ
は
奇
跡
の
瞬
間
だ
！
〞と
僕
は
思
い

ま
し
た
。
奇
跡
と
い
う
の
は
起
こ
そ

う
と
思
っ
て
起
こ
せ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
お
客
さ

ま
と
ホ
ー
ル
の
響
き
が
一
体
と
な
っ
て

初
め
て
生
ま
れ
る
も
の
で
す
。
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
は
朝
比
奈
隆
先
生

が
ず
っ
と
大
阪
フ
ィ
ル
の
音
を
創
り

上
げ
て
き
た
ホ
ー
ル
で
す
か
ら
、先
生

も
あ
の
奇
跡
を
感
じ
る
瞬
間
が
何
度

も
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を

思
っ
た
時
に
僕
は
こ
の
ホ
ー
ル
で
ま
た

大
阪
フ
ィ
ル
の
新
し
い
歴
史
を
創
っ
て

行
け
る
こ
と
を
、
と
て
も
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
」

　

第
１
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
終
了
後
、

大
植
英
次
は
そ
ん
な
風
に
印
象
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　

こ
う
し
た
大
植
の
言
葉
と
と
も
に

今
回
の（
そ
し
て
こ
れ
ま
で
の
）プ
ロ
グ

ラ
ム
を
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
大

阪
フ
ィ
ル
の
伝
統
へ
の
、分
け
て
も
朝

比
奈
隆
そ
の
人
へ
の
敬
愛
が
深
く
込

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。『
英

雄
の
生
涯
』と
い
う
、大
植
が
得
意
と

す
る
作
品
の
前
に
置
か
れ
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
７
番
は
、晩
年
の

朝
比
奈
隆
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
作
品

で
あ
る
。
哀
し
み
を
帯
び
た
第
2
楽

章
の
ア
レ
グ
レ
ッ
ト
を
万
感
の
表
情
で

演
奏
す
る
朝
比
奈
の
姿
を
、今
も
覚
え

て
い
る
フ
ァ
ン
は
多
い
に
違
い
な
い
。

た
だ
大
作
を
並
べ
た
だ
け
に
は
留
ま
ら

な
い
、朝
比
奈
と
大
阪
フ
ィ
ル
へ
の
敬

意
が
そ
の
選
曲
か
ら
は
見
て
取
れ
る
。

　

沸
き
立
つ
よ
う
な
リ
ズ
ム
の
喜
び

の
中
に
、限
り
な
い
哀
感
も
秘
め
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
７
番
。
自
ら
を

英
雄
に
な
ぞ
ら
え
、四
管
編
成
の
巨
大

な
響
き
の
中
に
雄
大
な
人
生
を
描
き

切
っ
た
Ｒ
．
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の『
英
雄

の
生
涯
』。
伝
統
の
音
楽
に
新
し
い
生

命
を
吹
き
込
み
な
が
ら
、大
植
英
次
と

大
阪
フ
ィ
ル
は
ま
た
し
て
も
ザ
・
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
揺
る
が
す
熱
狂
を

呼
ぶ
こ
と
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
ホ
ー
ル
に

刻
む
新
た
な
歴
史
に
期
待
し
た
い
。

（
文　

逢
坂
聖
也
）

©飯島 隆

熱きタクトが ホール を 揺らす !!

[指揮]大植英次
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
--------------------------------------------------------------------
ベートーヴェン：交響曲 第7番 イ長調 op. 92
R.シュトラウス：交響詩「英雄の生涯」 op. 40, TrV 190
--------------------------------------------------------------------
2020.1/25（土） 3:00PM
S 6,500円　A 5,500円　B 4,500円（税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪フィルハーモニー協会

先行予約：7/25（木）  一般発売：7/28（日）

　

２
０
２
０
年
１
月
25
日
、
こ
れ
ま
で

２
度
に
渡
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
を
熱

狂
の
渦
に
叩
き
込
ん
だ
桂
冠
指
揮
者
・

大
植
英
次
と
大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
が
、三
度（
み
た
び
）、そ
の
ス

テ
ー
ジ
に
登
場
す
る
。

　
『
英
雄
』×『
ア
ル
プ
ス
交
響
曲
』、

『
シ
ェ
エ
ラ
ザ
ー
ド
』×『
春
の
祭
典
』

と
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
メ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
り
得
る
作
品
を
贅
沢
に
配

し
、音
楽
を
聴
く
喜
び
を
届
け
続
け
て

き
た
彼
ら
が
今
回
選
ん
だ
の
は
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
7
番
と
Ｒ
．

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
交
響
詩『
英
雄
の

生
涯
』。
Ｒ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
没
後
70

周
年
の
２
０
１
９
年
、
そ
し
て
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
誕
２
５
０
年
と
な
る

２
０
２
０
年
。
２
つ
の
ア
ニ
バ
ー
サ

「英雄の生涯」
×

大植英次スペシャルコンサート2020!!

大植英次
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日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団
と

ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
強
力

タ
ッ
グ
を
組
み
、毎
回
興
味
深
い
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
選
曲
し
た
名
曲
を
お
届
け

す
る
こ
の
人
気
シ
リ
ー
ズ
。
２
０
１
４

年
か
ら
日
本
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
交
響
楽
団

の
首
席
指
揮
者
に
就
任
し
た
知
性
派

の
飯
森
範
親
ら
し
い
好
企
画
だ
が
、早

い
も
の
で
５
回
目
の
開
催
を
迎
え
る
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は「
１
８
３
０
」。

１
８
３
０
年
は「
フ
ラ
ン
ス
７
月
革
命
」

（
王
政
復
古
で
復
活
し
た
ブ
ル
ボ
ン
朝

を
再
打
倒
し
た
市
民
革
命
）や「
ポ
ー

ラ
ン
ド
11
月
蜂
起
」（
ロ
シ
ア
帝
国
の
支

配
に
対
す
る
武
装
反
乱
）が
起
こ
り
、

そ
の
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
経
済
は

日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Vol.5
前回公演は完売を記録！大好評シリーズ・コンサート

－3つの1830年、
激動の時代を生き抜いた
名曲たち－

メンデルスゾーン
フィンガルの洞窟

ショパン
ピアノ協奏曲 第1番

ベルリオーズ
幻想交響曲

1830
日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Vol.5 1830 －3つの1830年、激動の時代を生き抜いた名曲たち－

ウジェーヌ・ドラクロ
ワが描いた『民衆を
導く自由の女神』。フ
ランス7月革命にお
けるパリ市街戦を
題材としている。

も
ち
ろ
ん
、音
楽
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
た
重
要
な
年
に
あ
た
る
。
今
回
は

そ
ん
な
中
で
書
か
れ
た
３
つ
の
傑
作
、

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
序
曲「
フ
ィ
ン

ガ
ル
の
洞
窟
」、シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
１
番
、ベ
ル
リ
オ
ー
ズ「
幻
想
交

響
曲
」を
お
贈
り
す
る
。

　

幕
開
け
を
飾
る「
フ
ィ
ン
ガ
ル
の

洞
窟
」は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ヘ
ブ
リ

デ
ィ
ー
ズ
諸
島
の
無
人
島
に
実
在
す

る
奇
妙
な
形
の
洞
窟
。
29
年
に
当
地

へ
旅
し
た
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
は
、
こ

の
洞
窟
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得

て
、21
小
節
の
ス
ケ
ッ
チ
を
創
作
。
そ

の
後
、翌
30
年
に
本
格
的
な
作
曲
を
開

始
し
、度
重
な
る
改
訂
を
経
て
完
成
に

至
っ
た
。
雄
弁
に
歌
う
管
楽
器
が
激
し

い
嵐
や
波
の
う
ね
り
を
描
き
、大
自
然

の
脅
威
に
恐
れ
怯
え
る
人
間
の
心
を

み
ご
と
に
表
現
。
後
世
の
ワ
ー
グ
ナ
ー

ら
に
も
影
響
を
与
え
た
、
ロ
マ
ン
派
を

代
表
す
る
管
弦
楽
曲
だ
。

　

続
く
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

１
番
は
若
干
20
歳
の
時
の
作
品
で
、
こ

の
年
は
前
述
の
通
り
、「
11
月
蜂
起
」が

勃
発
。
熱
烈
な
愛
国
者
の
シ
ョ
パ
ン
は

そ
の
後
、
ロ
シ
ア
の
圧
政
に
対
す
る
怒

り
や
悲
し
み
と
と
も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
へ

の
愛
を
歌
っ
た「
革
命
」な
ど
の
名
曲

を
数
多
く
発
表
し
て
い
く
。
だ
が
、本

作
の
基
調
を
な
す
の
は
甘
美
で
切
な

い
メ
ロ
デ
ィ
の
数
々
。
そ
れ
に
は
彼
が

当
時
置
か
れ
て
い
た
以
下
の
状
況
が

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

前
年
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
デ
ビ
ュ
ー
を

飾
っ
た
シ
ョ
パ
ン
は
そ
の
頃
、同
い
年

の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ィ

ア
・
グ
ワ
ド
コ
フ
ス
カ
に
恋
を
し
て
い

た
。
作
品
の
初
演
は
作
曲
者
が
祖
国

を
離
れ
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
旅
立
つ
直
前
の

告
別
演
奏
会
だ
っ
た
が
、奥
手
な
彼
は

つ
い
に
告
白
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
。
そ
の
美
し
く
郷
愁
的
な
名
旋
律

は
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ィ
ア
へ
の
秘
め
た

想
い
と
青
春
の
痛
み
の
表
れ
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

今
回
は
そ
ん
な
名
曲
を
、日
本
を
代

表
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
清
水
和
音
の
演

奏
で
。
彼
は
１
９
８
３
年
に
日
本
シ
ョ

パ
ン
協
会
賞
に
輝
く
な
ど
、
デ
ビ
ュ
ー

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
経
済
は

も
ち
ろ
ん
、音
楽
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
た
重
要
な
年

美
し
く
郷
愁
的
な
名
旋
律
に
は

秘
め
た
想
い
と
青
春
の
痛
み
が

込
め
ら
れ
て
い
る

いよいよ開催迫る！コンサートの前に知っておきたい1830年に誕生した3つの名曲
ピアノ：清水和音 指揮：飯森範親
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と
総
合
力
の
高
さ
と
を
最
良
の
形
で

示
す
こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

　

今
年
３
月
の
前
回
公
演「
ラ
フ
マ
ニ

ノ
フ
＆
サ
ン
＝
サ
ー
ン
ス 

２
つ
の
第

３
番
」は
、チ
ケ
ッ
ト
完
売
を
記
録
。
今

回
も
早
々
に
売
切
が
予
想
さ
れ
る
、関

西
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
注
目
の
公
演

な
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
聴
き
逃
し
な

く
!!

（
文　

渡
辺
謙
太
郎
）

日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール Vol.6

ラフマニノフ＆シベリウス
2つの第2番

Review

[指揮]飯森範親　[ピアノ]清水和音
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
----------------------------------------------------------------
メンデルスゾーン：序曲「フィンガルの洞窟」 op.26〈1830年〉
ショパン：ピアノ協奏曲 第1番 ホ短調 op.11〈1830年〉
ベルリオーズ：幻想交響曲 op.14〈1830年〉
----------------------------------------------------------------
2019.8/4（日） 2:00PM
S 5,940円　A 4,860円　B 3,780円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス 06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／ザ・シンフォニーホール

[指揮]飯森範親　[ピアノ]上原彩子
[管弦楽]日本センチュリー交響楽団
-----------------------------------------------------------
ラフマニノフ：ピアノ協奏曲 第2番 ハ短調 op.18
シベリウス：交響曲 第2番 ニ長調 op.43
-----------------------------------------------------------
2019.11/3（日・祝） 2:00PM
S 5,500　A 4,500円　B 3,500円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せく
ださい。
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター
06-6453-2333
[お問合せ]センチュリー・チケットサービス
06-6868-0591
[主催]公益財団法人日本センチュリー交響楽団／
ザ・シンフォニーホール

フィンガルの洞窟。六角形の柱状の岩が規則的
に連なっているのは、自然によってできたもの。

故郷 ワルシャワに建てられたショパンの銅像。

ハリエット・スミスソン

エクトル・ベルリオーズ

発売中

間
も
な
い
頃
か
ら
こ
の
作
曲
家
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
名
を
馳
せ
て
き

た
。
今
回
も
完
璧
な
ま
で
の
高
い
技
巧

と
、美
し
い
弱
音
と
、豊
か
な
音
楽
性

と
を
兼
ね
備
え
た
秀
演
を
期
待
し
よ

う
。

　

そ
し
て
ト
リ
の
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ「
幻

想
交
響
曲
」。
パ
リ
に
出
て
き
た
ば
か

り
の
若
き
日
の
作
曲
者
が
大
女
優
ハ

リ
エ
ッ
ト
・
ス
ミ
ス
ソ
ン
の
舞
台
を
観

て
一
目
惚
れ
す
る
も
、
ま
っ
た
く
相
手

に
さ
れ
ず
、
そ
の
大
失
恋
を
全
５
楽
章

の
交
響
曲
と
し
て
描
い
た
壮
大
な
作

品
だ（〝
恋
に
深
く
絶
望
し
て
ア
ヘ
ン
を

吸
っ
た
、豊
か
な
想
像
力
を
備
え
た
あ

る
芸
術
家
＝
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
〞が
、恐
ろ

し
い
幻
覚
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
衝
撃
的

な
内
容
）。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響

曲
第
６
番「
田
園
」の
自
然
描
写
を
お

手
本
に
、交
響
曲
で
物
語
の
描
写
を
行

う
と
い
う
音
楽
史
上
初
の
試
み
は
大

成
功
。
そ
し
て
初
演
か
ら
２
年
後
、
こ

の
曲
を
聴
い
た
ハ
リ
エ
ッ
ト
は
自
分
へ

の
恋
心
が
題
材
だ
と
知
っ
て
喜
び
、
２

人
は
め
で
た
く
結
婚
し
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
ポ
ス
ト
を
歴
任
し
た
東

京
交
響
楽
団
や
山
形
交
響
楽
団
で
も
、

持
ち
前
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
で
瑞
々

し
い
新
風
を
吹
き
込
ん
で
き
き
た
飯

森
。
ロ
マ
ン
派
交
響
曲
の
扉
を
開
い
た

こ
の「
幻
想
」は
、
そ
ん
な
彼
の
情
熱
と

活
力
に
あ
ふ
れ
た
音
楽
性
に
こ
の
上

な
く
ふ
さ
わ
し
い
し
、作
品
表
現
に
お

い
て
要
求
さ
れ
る
豊
か
な
色
彩
感
は
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
パ
ー
ト
個
々
の
魅
力

不動の人気を誇る2つの第2番
好調を続ける「日本センチュリー交響楽団×ザ・シンフォニーホール」シリーズ。「1830」に続き、
秋公演の開催が決定。ラフマニノフとシベリウスの中でも特に人気のある2つの第2番をお届
けします。雄大な景色を感じさせるカップリングで、大いに盛り上がること必至です！

好評
発売中！

ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
の
交
響
曲
で
物
語
の

描
写
を
行
う
と
い
う
、音
楽
史
上
初
の

試
み
は
大
成
功

指揮 飯森範親ピアノ 上原彩子
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Interview The Symphony Hall Big Band Vol.14

ね
！
〞と
感
じ
さ
せ
る
何
か
が
ビ
ー
ト

で
表
現
で
き
た
ら
、
あ
と
は
そ
こ
に
の

せ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
あ
れ
ば
よ
い
だ
け

の
こ
と
。
実
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
世
界
で

も
、
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
な
ら
バ
ッ
ハ
に
し

て
も
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
に
し
て
も
、
ス

ウ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
に
通
じ
る
よ
う
な
、

裏
打
ち
の
拍
か
ら
リ
ズ
ム
を〝
食
う
〞よ

う
に
し
て
始
ま
る
フ
レ
ー
ズ
は
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
つ
ま
り
は
人
間

的
な
ビ
ー
ト
の
感
覚
な
の
で
し
ょ
う
」

　

予
定
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
古
澤
巌

が
披
露
す
る
の
は
、「
ス
タ
ー
ダ
ス
ト
」

や「
ハ
ウ
・
ハ
イ
・
ザ
・
ム
ー
ン
」を
は
じ

め
と
す
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
演
目
。
彼

が
親
交
を
得
て
い
た
ジ
ャ
ズ
・
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
の
名
匠
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・
グ
ラ
ッ

ペ
リ
の
演
奏
で
も
知
ら
れ
る
類
の
ナ
ン

バ
ー
だ
。

　
「
彼
は
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
確
立
者
で

あ
る
と
同
時
に
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
本

当
の
意
味
で
愛
お
し
い
楽
器
と
し
て
演

奏
し
、聴
き
手
の
耳
に
届
け
て
く
れ
た

唯
一
無
二
の
人
物
で
す
ね
。

　

12
年
ほ
ど
前
で
す
が
、葉
加
瀬
太

郎
君
の
発
案
で
、
メ
ニ
ュ
ー
イ
ン
と
グ

ラ
ッ
ペ
リ
の
共
演
盤
を
自
分
た
ち
な
り

に
再
現
す
る
ア
ル
バ
ム
に
取
り
組
ん
で

み
ま
し
た
。
そ
こ
で
痛
感
し
た
の
で
す

が
、あ
あ
い
う
音
楽
は
、も
は
や
技
術
を

超
え
た
領
域
な
ん
で
す
ね
。
譜
面
を
起

こ
し
て
な
ぞ
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
ど
う

に
も
な
ら
な
い
し
、頭
で
考
え
て
出
て

く
る
も
の
で
も
な
い
。
自
分
自
身
の
中

に
あ
る
も
の
と
一
体
化
さ
せ
て
、本
当

に
ナ
マ
の
、生
ま
れ
た
て
の
音
で
リ
ア

ル
に
フ
レ
ー
ズ
を
つ
な
い
で
い
っ
て
、

初
め
て
音
楽
に
な
る
。
そ
ん
な
世
界

に
足
を
踏
み
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…
…
と
い
う
思
い
で
、今
日
ま
で
来
て

し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
」

　

戦
前
に
活
躍
し
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の

演
奏
に
好
ん
で
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
、

日
常
生
活
で
も
多
い
と
い
う
。

　
「
古
い
蓄
音
機
か
ら
聴
こ
え
て
く
る

よ
う
な
音
が
、今
回
の
共
演
の
場
で
作

り
上
げ
ら
れ
た
ら
い
い
な
、
と
思
い
ま

す
。
昔
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
極
め
た
素

晴
ら
し
い
世
界
へ
の
、
リ
ス
ペ
ク
ト
の

気
持
ち
も
こ
め
て
」

（
取
材
＆
文　

木
幡
一
誠
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト  

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン 

古
澤
巌

The Symphony Hall Big Band Vol.14

S I N G !
S I N G !
S I N G ! 

Music Director 菊池寿人  Sound Producer 石戸谷 斉

ス ウ ィ ン グ ・ ジ ャ ズ 名 曲 選 ！！

[演奏]The Symphony Hall Big Band
[スペシャル・ゲスト／ヴァイオリン]古澤 巌
-----------------------------------------------------------------------------------
A列車で行こう／シング・シング・シング／スペイン／イン・ザ・ムード／ムーンライ
ト・セレナーデ／茶色の小瓶／スターダスト★／ミュージカル『Two For The 
Show』より「How High the Moon」★  ほか  ★古澤巌 共演曲
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.10/3（木） 7:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税別）
※ご購入時期により消費税額が変動しますので、お問合せください。
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪アートエージェンシー 072-648-3852
[主催]ザ・シンフォニーホール

　
「
毎
年
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
」と
笑
顔
で
語
る
古
澤
巌
。

２
０
１
６
年
に
果
た
し
た
初
共
演
か
ら

数
え
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
ゲ
ス
ト
と
し
て

は
４
度
目
の
登
場
と
な
る
。

　
「
ピ
ア
ノ
と
ベ
ー
ス
と
ド
ラ
ム
ス
を

除
く
全
員
が
管
楽
器
で
編
成
さ
れ
て
い

る
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
。
そ
の
管
楽
器
セ
ク

シ
ョ
ン
の
整
然
と
構
築
さ
れ
た
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と

い
う
立
ち
位
置
か
ら
僕
が
ど
の
よ
う
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
、化

学
反
応
を
起
こ
し
て
い
く
か
…
…
。
自

分
に
と
っ
て
サ
ボ
る
こ
と
の
で
き
な
い

（
笑
）、貴
重
な
機
会
に
も
あ
た
る
も
の

で
す
」

　

10
月
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
テ
ー
マ
は

〝
ス
ウ
ィ
ン
グ
・
ジ
ャ
ズ
名
曲
選
〞。
ジ
ャ

ズ
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
ス
ウ
ィ
ン
グ

と
い
う
言
葉
の
意
味
を
再
認
識
さ
れ
る

一
夜
と
な
り
そ
う
だ
。

　
「
ど
う
す
れ
ば
ビ
ー
ト
が
心
地
よ
く

感
じ
ら
れ
る
か
。
そ
ん
な
願
い
や
思

い
の
中
で
発
生
し
て
き
た
の
が
ス
ウ
ィ

ン
グ
だ
と
思
い
ま
す
。〝
か
っ
こ
い
い

Interview

発売中

The Symphony Hall Big Band
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Review オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ 第126回定期演奏会

艦
ヤ
マ
ト
』シ
リ
ー
ズ
の
音
楽
を
書
き

継
い
で
い
る
こ
と
で
も
有
名
だ
。
今
回

演
奏
さ
れ
る
の
は
、最
新
リ
メ
イ
ク
版

『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
２
２
０
２
』に
ま
つ

わ
る
音
楽
。「
愛
の
戦
士
た
ち
」と
の
副

題
が
付
い
て
い
る
作
品
だ
が
、宮
川
二

代
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
壮
大
な
世

界
が
展
開
す
る
。

　

最
後
を
飾
る
の
は
、
こ
れ
ぞ
ア
キ
ラ

さ
ん
の
白
眉
と
も
い
う
べ
き
名
曲
。
テ

ネ
シ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の『
欲
望
と
い

う
名
の
電
車
』（
１
９
４
７
年
、
ブ
ロ
ー

ド
ウ
ェ
イ
初
演
）は
、
い
ま
で
も
世
界
中

で
上
演
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
名
戯
曲

だ
。
日
本
の
舞
台
で
は
名
優
・
杉
村
春

子
、映
画
で
は
ビ
ビ
ア
ン
・
リ
ー
の
主
演

で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
名
作
が
、
２
０
０
８
年
、花
柳

輔
太
朗
の
演
出
・
振
付
で
、舞
踏
劇
化
さ

れ
た
。
原
作
の
舞
台
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン

ズ
を
、大
正
時
代
の
日
本
に
移
し
た
意

欲
作
だ（
パ
リ
公
演
も
大
成
功
し
て
い

る
）。
こ
の
音
楽
を
担
当
し
た
の
が
ア

キ
ラ
さ
ん
で
、
そ
の
吹
奏
楽
版
が
演
奏

さ
れ
る
の
だ
。
２
０
１
１
年
に
Ｓ
ｈ
ｉ

ｏ
ｎ
が
初
演
し
て
大
好
評
を
博
し
て
い

る
。
ま
さ
に
、「
舞
踏
」の
枠
を
超
え
た

音
楽
絵
巻
で
、都
会
に
出
て
き
た
ひ
と

り
の
女
性
が
、過
去
を
暴
か
れ
、重
圧
に

押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
過
程
を
、主
人

公
の
心
の
不
安
を
軸
に
、
て
い
ね
い
に

描
い
て
い
く
。
今
回
も
、強
烈
な
感
動

を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
確
実
だ
。

　

ア
キ
ラ
さ
ん
の
音
楽
に
は
、常
に

「
命
」「
愛
」「
心
」が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
自
作
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
け
で

コ
ン
サ
ー
ト
を
成
立
さ
せ
ら
れ
る
ひ

と
は
、ま
ち
が
い
な
く
、ア
キ
ラ
さ
ん
し

か
、
い
な
い
。
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の
力
強
く
、

そ
れ
で
い
て
繊
細
な
響
き
と
と
も
に
、

長
く
忘
れ
ら
れ
な
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な

る
だ
ろ
う
。

（
文　

富
樫
鉄
火
）

©石黒ミカコ

第126回定期演奏会

指揮：宮川彬良

オオサカ・
シオン・
ウインド・
オーケストラ

〝
ア
キ
ラ
さ
ん
〟と
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
が
描
く

「
命
」「
愛
」「
心
」

[指揮]宮川彬良　[吹奏楽]Osaka Shion Wind Orchestra
-----------------------------------------------------------------------------------
宮川彬良：吹奏楽のためのソナタ「ブラック・ジャック」／第1楽章「血と、汗と、涙と…」／第2
楽章「命」／第3楽章「生きて生きて息る」／宮川彬良、宮川泰：吹奏楽組曲「宇宙戦艦ヤマト
2202」への序章／翼 ～消えゆく命～／白色彗星メインテーマ／大帝ズォーダー／果てしな
き戦い／宮川彬良：バレエ音楽「欲望という名の電車」から
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.9/22（日） 2:00PM
S 5,000円　A 4,000円　B 3,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]Shionチケットセンター 0800-919-5508
[主催]公益社団法人大阪市音楽団

　

オ
オ
サ
カ
・
シ
オ
ン
・
ウ
イ
ン
ド
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
以
下
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
）

は
、
２
０
１
４
年
か
ら
、〝
ア
キ
ラ
さ
ん
〞

こ
と
宮
川
彬
良
氏
を
音
楽
監
督
に
迎
え

て
い
る
。
作
編
曲
や
指
揮
は
も
ち
ろ
ん
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
ポ
ッ

プ
ス
ま
で
、幅
広
い
音
楽
性
を
も
つ
ア

キ
ラ
さ
ん
に
よ
り
、Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
は
一
挙
に
広
が
っ
た
。
な

か
で
も
、
ア
キ
ラ
さ
ん
自
身
に
よ
る
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
は
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
愛

さ
れ
る
、新
た
な
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
ワ
ー
ル

ド
と
も
い
う
べ
き
世
界
を
繰
り
広
げ
て

い
る
。

　

そ
ん
な
Ｓ
ｈ
ｉ
ｏ
ｎ
の
、第
１
２
６

回
定
期
演
奏
会
は
、全
曲
、
ア
キ
ラ
さ
ん

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
も
ち
ろ
ん
指
揮
も
ア

キ
ラ
さ
ん
自
身
。
テ
ー
マ
は「
命
」「
愛
」

「
心
」と
な
っ
て
い
る
。

　

冒
頭
の《
吹
奏
楽
の
た
め
の

ソ
ナ
タ「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ

ク
」》は
、時
折
、
ア
ニ
メ
音
楽

と
誤
解
さ
れ
る
が
、
ま
っ
た

く
ち
が
う
。
ア
キ
ラ
さ
ん
自

身
が
、手
塚
治
虫
の
漫
画『
ブ

ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
』を
読
ん

で
得
た
感
動
を
も
と
に
、自

主
的
に
作
曲
し
た
完
全
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
全
３
楽
章
、

「
命
」を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
熱

い
思
い
が
み
な
ぎ
る
生
命
讃

歌
で
あ
る
。

　

ア
キ
ラ
さ
ん
と
い
え
ば
、

父
・
宮
川
泰
に
よ
る『
宇
宙
戦

発売中

Osaka Shion Wind Orchestra

©飯島 隆
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こ
の
夏
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
楽
し
む
特

別
な
体
験
を
お
子
様
の
〝
自
由
研
究
〞に
し

ま
せ
ん
か
？

　

夏
恒
例
の
関
西
フ
ィ
ル
親
子
定
期
演
奏

会
。
今
年
の
曲
目
は
、
第
20
回
バ
ッ
ハ
国
際

コ
ン
ク
ー
ル
の
オ
ル
ガ
ン
部
門
で
日
本
人

初
優
勝
を
果
た
し
た
冨
田
一
樹
が
演
奏
す

る
「
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー
ガ 

ニ
短
調
」
を
は

じ
め
、「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」、「
運
命
」「
ハ
ン

ガ
リ
ー
狂
詩
曲
」な
ど
、〝
こ
の
曲
、
聴
い
た

こ
と
が
あ
る
！
〞と
感
じ
る
名
曲
が
続
々
と

披
露
さ
れ
ま
す
。
マ
エ
ス
ト
ロ 

藤
岡
幸
夫

が
音
楽
の
歴
史
や
作
曲
家
、
楽
器
に
つ
い
て

な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
豆
知
識
を
わ
か

り
や
す
く
＆
楽
し
い
ト
ー
ク
も
ま
じ
え
て

お
届
け
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
会
場
で
は
、〝
自
由
研
究
〞

に
そ
の
ま
ま
使
え
る
〝
研
究
シ
ー
ト
〞

を
も
れ
な
く
皆
さ
ま
に
お
配
り
し
ま

す
。
迫
力
あ
る
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
演
奏
を
体
感
す
れ
ば
、「
あ
の
楽
器

は
な
に
？
」「
こ
の
曲
は
な
に
？
」と
、

子
ど
も
達
の
知
的
好
奇
心
も
く
す
ぐ

ら
れ
る
は
ず
。
公
演
が
終
わ
る
こ
ろ

に
は
、
知
性
・
感
性
が
溢
れ
る「
研
究

シ
ー
ト
」
が
完
成
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

親
子
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
世
界

に
ふ
れ
る
夏
休
み
の
大
切
な
ひ
と
と

き
。
楽
器
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
い
音
色

に
目
を
輝
か
せ
る
様
子
や
、
子
ど
も

た
ち
が
真
剣
に
メ
モ
を
取
る
様
子
。

こ
う
し
た
瞬
間
も「
自
由
研
究
」と
共

に
心
に
残
り
、
大
切
な
思
い
出
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

[ヴァイオリン]川井郁子　[指揮]太田 弦
[オーケストラ]大阪交響楽団　[司会]羽川英樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ロドリーゴ（川井郁子編曲）：恋のアランフェス～レッド・ヴァイオリン～／モンティ：チャールダーシュ
／ピアソラ：リベルタンゴ／オブリビオン／ビジョルド：エル・チョクロ／川井郁子：赤い月   ほか
---- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.8/24（土） 2：00PM 
S 5,400円　A 4,320円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益社団法人大阪交響楽団

「今年の自由研究は何をやろう…」そんなご家族の
想いを一発解決！ うれしい研究シート付き!!

川井郁子と大阪交響楽団が初共演！
大切な人と特別なひとときを過ごせるコンサート！

[指揮]藤岡幸夫　[オルガン]冨田一樹　[管弦楽]関西フィルハーモニー管弦楽団
-----------------------------------------------------------------------------------
バッハ：トッカータとフーガ 二短調 BWV565／モーツァルト：歌劇「フィガロの結婚」 K.492 
序曲／ベートーヴェン：交響曲 第5番 ハ短調 「運命」op.67より第1楽章／ドヴォルザーク：交
響曲 第9番 ホ短調「新世界より」 op.95より第2楽章／ブラームス：交響曲 第2番 ニ長調 
op.73より第4楽章　ほか
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.8/3（土） 2：00PM 
大人 A 4,320円　B 3,240円
こども A 2,160円　B 1,620円 （税込） ※こども…4才～中学生まで
※4才以上のお子様からご入場いただけます。
※小さなお子様が静かにご鑑賞いただけない場合は、ロビーでのモニター鑑賞を
お願いさせていただく場合がございます。
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール／公益財団法人 関西フィルハーモニー管弦楽団

発売中

発売中

関西フィル 第5回親子定期演奏会 今年の夏休み、自由研究はこれで決まり!!

ライト・シンフォニック コンサート ～大人の贅沢～

P I C K  U P  C O N C E R T

　

お
し
ゃ
れ
を
し
て
美
味
し
い
食
事
を
楽

し
ん
だ
り
、
絶
景
を
見
に
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か

け
た
り
…
日
常
の
中
で
、
贅
沢
を
味
わ
え

る
優
雅
な
時
間
は
、
大
人
の
心
を
満
た
し

ま
す
。〝
さ
て
、
次
の
週
末
は
ど
う
し
よ
う
か

…
〞。
そ
ん
な
〝
大
人
の
贅
沢
〞を
求
め
る
方

へ
、
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
提
案
す

る
の
が
、
こ
の
ラ
イ
ト
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク 

コ
ン
サ
ー
ト
。
２
０
１
７
年
の
シ
リ
ー
ズ
開

始
か
ら
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
唯
一
無
二
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
と
し
て
人
気
・
実
力
を
兼
ね
そ
ろ
え
て
い

る
川
井
郁
子
が
登
場
。
ま
る
で
ひ
と
夏
の

恋
に
落
ち
る
よ
う
な
魅
惑
的
な
演
奏
を
お

届
け
し
ま
す
。

　

映
画
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー
へ
の

楽
曲
提
供
の
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
和
楽
器

と
の
コ
ラ
ボ
演
奏
で
注
目
を
集
め
る
な
ど
、

独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
幅
広
く
活
躍
し
続
け

る
川
井
郁
子
。
彼
女
の
演
奏
は
、
と
て
も
美

し
く
情
熱
的
。
そ
ん
な
彼
女
が
今
回
奏
で

る
の
は
、
ロ
ド
リ
ー
ゴ
《
恋
の
ア
ラ
ン
フ
ェ

ス
》、モ
ン
テ
ィ
《
チ
ャ
ー
ル
ダ
ー
シ
ュ
》、ピ

ア
ソ
ラ《
リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
》、
そ
し
て
、
照
ら

さ
れ
る
光
で
姿
を
変
え
る
月
を
女
性
に
見

立
て
た
《
赤
い
月
》な
ど
。
初
共
演
と
な
る

大
阪
交
響
楽
団
と
の
厚
み
の
あ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
も
注
目
で
す
。

　

 

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
い
て
情
熱
的
な
音
楽

と
ム
ー
ド
が
高
ま
る
、〝
大
人
の
贅
沢
〞が
溢

れ
ん
ば
か
り
に
詰
ま
っ
た
コ
ン
サ
ー
ト
。

き
っ
と
大
切
な
人
と
一
緒
に
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
な
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
は
ず
で
す
。
是
非
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
川
井
郁
子

©Shintaro Shiratori / Sony Music Labels,Inc.
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尾高忠明×大阪フィルハーモニー交響楽団

〈ブラームス・チクルス〉‐ロマン派の豊穣‐

尾高忠明の堂々たる復活に期待が高まる、ブラームス・チクルス

　

尾
高
忠
明
と
大
阪
フ
ィ
ル
に
よ
る
全

４
回
に
わ
た
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
チ
ク
ル

ス
。
去
る
５
月
11
日
の「
Ｉ
」で
は
、
し

な
や
か
さ
と
重
厚
感
を
兼
ね
そ
ろ
え

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
演
奏
を
会

場
に
焼
き
付
け
た
。
次
回
は
、
尾
高
の

病
気
療
養
に
よ
る
活
動
休
止
期
間
を
経

た
、
９
月
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
す
る
。
大

阪
フ
ィ
ル
合
唱
団
と
の
共
演
で
贈
る
秀

麗
な
合
唱
作
品
と
共
に
、
傑
作
交
響
曲

を
次
々
に
演
奏
。
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
真
髄

を
鮮
や
か
に
描
き
出
す
。

　

そ
の
深
み
の
あ
る
音
楽
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
技
術
だ
け
で
な
く
人
生

の
酸
い
も
甘
い
も
噛
み
分
け
た
経
験
が

必
要
と
言
わ
れ
る
ブ
ラ
ー
ム
ス
。
病
に

見
事
打
ち
勝
っ
た
尾
高
と
老
舗 

大
阪

フ
ィ
ル
に
よ
る
こ
の
チ
ク
ル
ス
は
、
今

秋
を
代
表
す
る
名
演
と
し
て
フ
ァ
ン
に

長
ら
く
語
り
継
が
れ
る
に
違
い
な
い
!!

[指揮]尾高忠明　[独唱アルト]清水華澄★Ⅱのみ出演
[合唱]大阪フィルハーモニー合唱団 
[管弦楽]大阪フィルハーモニー交響楽団
------------------------------------------------------------------
2019.5/11（土） 2:00PM
ハイドンの主題による変奏曲 op.56a／埋葬の歌 op.13／交響曲 
第1番 ハ短調 op.68
------------------------------------------------------------------
2019.9/4（水） 7:00PM
悲劇的序曲 op.81／哀悼の歌 op.82／交響曲 第3番ヘ長調 
op.90
------------------------------------------------------------------
2019.10/2（水） 7:00PM 
※Ⅱの日程が当初より変更になりました
アルト・ラプソディー op.53★／運命の歌 op.54
交響曲 第2番 二短調 op.73
------------------------------------------------------------------
2019.11/20（水） 7:00PM
大学祝典序曲 op.80／運命の女神の歌 op.89／交響曲 第4番 
ホ短調 op.98
先行予約：7/25（木） 一般発売：7/31（水）
※大阪フィル・チケットセンター、他PGでは7/30（火）一般発売
------------------------------------------------------------------
各 A 6,000円　B 4,500円　C 3,000円（税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]大阪フィル・チケットセンター 06-6656-4890
[主催]公益社団法人大阪フィルハーモニー協会／
ザ・シンフォニーホール

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

発売中

終了

発売中

堀江父も参加！ ３兄弟妹が奏でるコンチェルト。
真夏の夜をさらに熱くさせるコンサートが実現！

第九と堀江トリオのトリプル協奏曲 真夏の夜のベートーヴェン

P I C K  U P  C O N C E R T

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
大
変
珍
し

い
コ
ン
チ
ェ
ル
ト「
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
三

重
協
奏
曲
」
に
吹
田
出
身
の
３
兄

弟
妹
「
堀
江
ト
リ
オ
」
が
挑
む
。　

長
男
の
チ
ェ
ロ
・
堀
江
牧
生
は
９

歳
の
と
き
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ホ
ー
ル
に
登
場
し
て
以
来
、
ド

ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
の
協
奏
曲
な
ど
を

演
奏
し
て
き
た
が
、
３
人
で
の
協

奏
曲
は
初
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
そ
れ
ぞ

れ
に
、
モ
ス
ク
ワ
や
ウ
ィ
ー
ン
に

留
学
し
研
鑽
を
積
ん
で
き
て
い
る

彼
ら
だ
が
、「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
、

本
格
的
に
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、こ
れ
ま
で
の

ソ
ロ
で
の
活
動
に
加
え
ト
リ
オ
と
し
て
も
始

動
、
各
地
で
室
内
楽
の
演
奏
会
を
開
い
て
い

る
。「
こ
の
珍
し
い
名
曲
を
世
界
的
も
珍
し
い

３
兄
弟
妹
で
演
奏
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ

る
！
」長
年
、こ
の
企
画
を
温
め
て
き
た
指
揮

者
の
守
山
俊
吾
の
想
い
は
熱
い
。

　

次
男
・
恵
太
が
か
つ
て
師
事
し
た
関
西

フ
ィ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
、ギ
オ
ル
ギ
・

バ
ブ
ア
ゼ
が
ゲ
ス
ト
コ
ン
マ
ス
に
駆
け
つ
け

る
な
ど
、
微
笑
ま
し
い
師
弟
愛
も
演
奏
に
温

か
い
彩
り
を
添
え
る
。

　

後
半
は
、
ご
存
知
第
九
。
個
性
的
な
ソ
リ

ス
ト
と
、
守
山
の
想
い
を
意
気
に
感
じ
た
合

唱
団
が
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
・
ア
ル
シ
ス
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｋ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
夏
の
夜
を
さ
ら

に
熱
く
す
る
！

　

詳
し
い
話
は
、当
日
、18
時
40
分
か
ら
の
プ

レ
ト
ー
ク
で
、
ゆ
っ
く
り
喋
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
!!

（
文　

堀
江
政
生
）

[指揮]守山俊吾　[ピアノ]堀江詩葉　[ヴァイオリン]堀江恵太
[チェロ]堀江牧生　[ゲスト・コンサートマスター]ギオルギ・バブアゼ
[オーケストラ]シンフォニア・アルシスOSAKA　[合唱]真夏の夜の第九合唱団
[司会]堀江政生（朝日放送テレビアナウンサー）  ほか
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ベートーヴェン：《コリオラン》序曲 八短調 op.62／ピアノ、ヴァイオリンとチェロのための三重協奏曲 ハ
長調 op.56／交響曲第9番 ニ短調 op.125 「合唱付き」
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
2019.8/26（月） 7:00PM ※6：40PMより堀江政生によるプレトーク
全席自由　4,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]ミュージック・アート・ステーション 06-6836-7067  [主催]国際交流協会

発売中

指
揮
：
尾
高
忠
明

大阪フィルハーモニー交響楽団＆合唱団 ©Martin Richardson©飯島隆

指
揮
：
守
山
俊
吾

ヴァイオリン：堀江恵太　チェロ：堀江牧生　ピアノ：堀江詩葉

©熊谷武二
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[出演]峰 大介／湯井一葉／条 顕／福井晶子／神奈あい／千城 惠
桐 さと実／草笛雅子／森岡令子／豪 佑樹／末広真樹子
松井江里子／山口れい子／萩 知子
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.10/29（火） 6：00PM 
全席自由 6,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

カリスマ ヴァイオリニストが2年半ぶりに降臨！ 
圧倒的〝キョンファ節〟を届ける。

今年も選りすぐりのベテラン・シャンソニエたちが
ザ・シンフォニーホールに集結する！

[ヴァイオリン]チョン・キョンファ　[ピアノ]ソン・ミンス
-----------------------------------------------------------------------------------
オール ブラームス プログラム：ソナタ 第1番 ト長調 op.78「雨の歌」／ソナタ 第2番 イ長
調 op.100／ソナタ 第3番 二短調 op.108
-----------------------------------------------------------------------------------
2019.10/4（金） 7：00PM 
S 10,000円 A 7,000円 B 5,000円 （税込）
[ご予約]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[お問合せ]エス・ピー・エース 06-6204-0412
[主催]エス・ピー・エース／ザ・シンフォニーホール

発売中

チョン・キョンファ ヴァイオリン リサイタル 2019

シャンソン・セレクション 2019

P I C K  U P  C O N C E R T

　

２
０
１
７
、１
８
年
に
続
い
て
、
ザ
・
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
３
回
目
の
開
催
を

迎
え
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
今

年
は
、
総
勢
14
人
の
歌
手
た
ち
が
集
結
す

る
。
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
曲
か
ら
、
ド
ラ

マ
チ
ッ
ク
な
曲
ま
で
、
実
力
派
た
ち
の
多

彩
な
歌
声
を
堪
能
し
に
、
毎
回
、
た
く
さ
ん

の
シ
ャ
ン
ソ
ン
・
フ
ァ
ン
が
ザ
・
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
に
足
を
運
ぶ
。

　

出
演
す
る
の
は
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
45
年

以
上
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
毎
回
、
大
ト

リ
を
務
め
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
界
の
雄
、
峰 

大

介
。
大
阪
市
市
民
表
彰
（
文
化
功
労
）に
も

輝
や
き
、
艶
や
か
で
豊
潤
な
美
声
で
、
つ
ね

に
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
い
る
。
今
年
も

シ
ャ
ン
ソ
ニ
エ
た
ち
を
リ
ー
ド
す
る
歌
唱

に
注
目
だ
。

　

ま
た
、
峰
と
同
じ
く
連
続
出
演
を
果
た

す
条 

顕
。
現
在
は
後
進
の
育
成
指
導
に
も

注
力
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
が
、ス
テ
ー
ジ
を

盛
り
上
げ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
元

タ
カ
ラ
ジ
ェ
ン
ヌ
も
多
数
出
演
す
る
。
毎

年
、ソ
ロ
リ
サ
イ
タ
ル
を
重
ね
て
い
る
実
力

者
の
湯
井
一
葉
を
は
じ
め
、２
年
連
続
で
出

演
を
果
た
す
神
奈
あ
い
、
初
参
加
と
な
る

千
城
惠
、
桐
さ
と
実
、
草
笛
雅
子
、
森
岡
令

子
ら
が
持
ち
前
の
歌
唱
力
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
華
や
か
に
届
け
て
く
れ
る
の
で
、
往

年
の
フ
ァ
ン
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

今
年
も
強
力
な
バ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
従
え

て
、
お
客
様
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
名
曲

の
数
々
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ

注
目
を
し
て
ほ
し
い
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
界
を
代
表
す
る
ミ
ュ
ー
ズ

が
、二
年
半
ぶ
り
に
ザ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー

ル
に
降
臨
！
高
い
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
裏
打
ち
さ

れ
た
情
熱
的
な
演
奏
で
、
幾
多
の
聴
衆
を
魅

了
し
て
き
た
チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
フ
ァ
。
名
高

い
音
楽
一
族
の
ひ
と
り
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

も
ソ
ロ
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
で
し
ば
し
ば

来
日
し
て
お
り
、
昨
年
に
は
宮
崎
国
際
音
楽

祭
に
参
加
す
る
な
ど
、
日
本
で
は
お
な
じ
み

の
奏
者
だ
が
、
そ
の
演
奏
は
ま
さ
に
圧
倒
的

と
い
え
る
オ
ー
ラ
に
包
ま
れ
て
い
る
。
カ
リ

ス
マ
性
の
あ
る
奏
者
が
少
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
現
代
に
あ
っ
て
、
ホ
ー
ル
の
空
気
を

あ
っ
と
い
う
間
に
変
え
て
し
ま
う
凄
み
を

も
つ
彼
女
は
、
ま
さ
に
唯
一
無
二
の
奏
者
と

い
っ
て
も
よ
い
。

　

前
回
の
公
演
で
は
オ
ー
ル
・
バ
ッ
ハ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
披
露
し
、
そ
の
琢
磨
さ
れ
た
劇
的

演
奏
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
が
、
今
回
は
す

で
に
デ
ィ
ス
ク
も
リ
リ
ー
ス
し
て
い
る
ブ

ラ
ー
ム
ス
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
全
曲

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
濃
密
な
ロ
マ
ン
派
的

な
感
性
が
際
立
つ
傑
作
ぞ
ろ
い
の
三
曲
の

ソ
ナ
タ
が
一
挙
演
奏
さ
れ
る
か
ら
楽
し
み
で

あ
る
。
ド
ラ
マ
性
に
冨
み
、
奔
放
な
ス
タ
イ

ル
が
持
ち
味
の
チ
ョ
ン
の
魅
力
を
味
わ
う
に

は
、
う
っ
て
つ
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い
え

よ
う
。

　

チ
ョ
ン
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
表
現
力
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ
リ
カ
ル
な
寂
寥
感
漂
う

ブ
ラ
ー
ム
ス
ら
し
い
歌
心
に
も
長
け
て
い
る

の
で
、
た
と
え
ば
ソ
ナ
タ
第
三
番
ニ
短
調
の

ア
ダ
ー
ジ
ョ
な
ど
美
し
い
緩
徐
楽
章
に
も
ぜ

ひ
注
目
し
た
い
。

（
文　

伊
藤
制
子
）

条 

顕
峰 

大
介

湯
井
一
葉

先行予約：7/25（木） 一般発売：7/28（日）

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
：
チ
ョ
ン
・
キ
ョ
ン
フ
ァ
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REBORN

program

超絶のスター･ウォーズ
この夏も完売必至！ 音と光の“超絶”な融合に大興奮！

プロジェクションマッピング×パイプオルガン

この夏も、パイプオルガンが
スゴ過ぎる‼

「インディ・ジョーンズ」より レイダース・マーチ 	
「ハリー・ポッター」より メドレー ★

プロローグ～ハリーの不思議な世界～ヘドウィグのテーマ
「E.T.」より フライング・テーマ
「ジョーズ」より メイン・タイトル
「ジュラシック・パーク」より テーマ ★

「スター・ウォーズ」より メドレー ★

メイン・タイトル～帝国のマーチ～レイア姫のテーマ～
王座の間とフィナーレ

「バック・トゥ・ザ・フューチャー」より テーマ ★

「パイレーツ・オブ・カリビアン」より メドレー ★
★=プロジェクションマッピング付き

[オルガン]石丸由佳
---------------------------------------------------------------------
2019.8/24（土） 7:00PM
全席指定　2,700円 （税込）
[ご予約・お問合せ]ザ・シンフォニー チケットセンター 06-6453-2333
[主催]ザ・シンフォニーホール
※4歳以上のお子様からご入場可能です。※休憩なし。約60分間のコンサートです。

　
日
本
中
ど
こ
の
ホ
ー
ル
で
も
味

わ
え
な
い
迫
力
満
点
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
フ
ァ
ン
タ

ジ
ッ
ク
な
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏

で
、
シ
リ
ー
ズ
開
始
か
ら
人
気
を
博
す

「
超
絶
の
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」。
今
や

ホ
ー
ル
の
風
物
詩
の
ひ
と
つ
と
し
て

注
目
度
が
高
く
、毎
回
完
売
を
記
録
。

今
夏
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
も

期
待
の
声
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
ト
ル
に
冠
し
て
い
る〝
超
絶
〞

の
名
の
と
お
り
、毎
回
、
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
ん
だ
お
客
様
か
ら
は「
と
に
か

く
ス
ゴ
か
っ
た
！
」と
い
う
声
ば
か
り

が
届
き
ま
す
。
そ
の〝
ス
ゴ
過
ぎ
る
〞

ポ
イ
ン
ト
と
は
―
―
。

　
舞
台
に
向
か
っ
て
正
面
・
天
井
・

左
右
が
巨
大
ス
ク
リ
ー
ン
と
な
り
、

「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」を
は
じ
め「
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
」、「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・

ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」な
ど
の
大
ヒ
ッ

ト
映
画
の
シ
ー
ン
を
連
想
さ
せ
る
映

像
が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
煌

び
や
か
で
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
映
像
は
、

大
興
奮
す
る
こ
と
間
違
い
な
し
で

す
！ 

さ
ら
に
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト 

石

丸
由
佳
が
演
奏
す
る
多
彩〝
過
ぎ
る
〞

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
と
の
融
合
に

よ
っ
て
、
こ
こ
で
し
か
体
感
で
き
な

い
、唯
一
無
二
の
感
動
が
あ
な
た
を

待
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
幕
開
け
か
ら
最
後

ま
で
、感
動
と
興
奮
が
止
ま
ら
な
い
、

め
く
る
め
く
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世

界
。
是
非
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
！

リボーン!!

スゴ過ぎる！荘厳さを感じるだけじゃない！ 多彩な音色でパイプオルガンの魅力を発見！

1

スゴ過ぎる！
まるでアトラクション！ お

客様みんなで大ヒット映画

音楽の世界へ！

3
スゴ過ぎる！
ホールが前方の大型スク

リーン変わり、煌びやかな

映像を次々に映し出す！

2

発売中

21 Sinfonia


	00
	01
	02_03_カウントダウン
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